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「
蓮
花
に
思
ふ
」

Taketa Public Relations
広報たけた

830年の時空を超え開花した
中尊寺の古代ハス
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大
分
・
宮
崎
両
県
に
ま
た
が

る
祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
が
６

月
14
日
、
ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
）の
エ
コ
パ
ー
ク

（
生
物
圏
保
存
地
域
）に
登
録
が
決

ま
り
、
市
内
の
関
係
者
か
ら
は
喜

び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

生
態
系
の
保
護
や
自
然
と
人

と
の
共
生
を
目
的
と
す
る
エ
コ

パ
ー
ク
。
祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系

は
険
し
い
岩
峰
や
渓
谷
の
独
特

な
景
観
美
が
広
が
り
、
幅
広
い
植

生
と
国
の
特
別
天
然
記
念
物「
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
」な
ど
の
希
少
な

生
物
の
宝
庫
で
す
。
豊
か
な
自
然

環
境
の
な
か
で
人
々
は
古
く
か

ら
自
然
を
守
り
、
育
む
暮
ら
し
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
分
・
宮
崎
両
県
と
竹
田
市

を
含
む
６
市
町
は
、
２
０
１
５
年

か
ら
こ
の
エ
リ
ア
の
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を

開
始
。
２
０
１
６
年
９
月
に
申
請

し
、
国
内
推
薦
地
域
と
し
て
の
決

定
を
経
て
、
今
回
ユ
ネ
ス
コ
の
審

査
で
登
録
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
分
県
内
で
は
初
め
て
で
、
国
内

で
は
こ
れ
ま
で
に
屋
久
島
・
口

永
良
部
島（
鹿
児
島
県
）や
綾（
宮

崎
県
）な
ど
７
地
域
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

登
録
を
契
機
に
、
今
後
は
貴
重

な
動
植
物
の
保
全
と
と
も
に
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
人
の

営
み
を
次
の
世
代
に
継
承
す
る

活
動
を
目
指
し
て
い
く
ほ
か
、
知

名
度
の
向
上
に
よ
る
観
光
客
の

増
加
な
ど
で
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

母
な
る
山「
祖
母
」に
育
ま
れ

た
若
者
た
ち

　

祖
母
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
竹

田
市
嫗
岳
地
区
。
こ
こ
は
急
峻
な

岩
峰
や
祖
母
山
を
源
流
と
す
る

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
決
定

世
界
に
評
価
さ
れ
た
祖
母･

傾･

大お
お

崩く
え

生態系の保全、地域活性化にも弾み希少な動植物の宝庫

→
今回登録された地域は24
万3672 ㌶。 エ リ ア は 自
然環境を厳格に保護する

「核心地域」、調査や研究、
教育を行う「緩衝地域」、
人が暮らし、環境に配慮
した経済活動を行う「移
行地域」に分けられます。

都道府県・市町村地図は国土交通省「国土数値情報（行
政区域データ）」（平成27年）をもとに、祖母傾ユネスコ
エコパーク大分・宮崎推進協議会が加工した（http://
nlftp.mlit.go.jp/ksj/）。背景地図は国土地理院 地理院タ
イル（色別標高図）を用いた。（海域部は海上保安庁海洋
情報部の資料を使用して作成）（http://www.gsi.go.jp/）

↑登録決定を喜ぶ関係者（15日、市役所本庁正面玄関前）

祖母山系の山なみ
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■今月の表紙

「蓮花に思ふ」
美しく涼やかな蓮の花。
蓮は泥水のなかでも根を張り、
成長して綺麗な花を咲かせる。
こうした姿から、蓮は、「清らかさ」
「力強さ」の象徴とされています。

優しく清らかな心で、
困難にも負けずに
日々成長してほしい。
「蓮花」のように。

撮影場所　竹田市岡藩主「おたまや公園」（城北町）
　城北町にある碧雲寺には、中川家歴代藩主
の御廟が龍吟池に面して並んでいます。その
藩主御廟と碧雲寺庭園を史跡公園として整備
したのが岡藩主「おたまや公園」です。公園の
池には、岩手県平泉町の中尊寺から株分けし
ていただいた古代ハスが植え込まれています。

モ　デ　ル　竹田市立竹田保育所の園児の皆さん
■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

祖母・傾・大崩山系がエコパークに

7月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,630　人（−   27人）
男　性　10,574　人（−   12人）
女　性　12,056　人（−   15人）
世帯数　10,418世帯（－５世帯）

※平成29年６月１日現在の住民基本台帳による

   2   祖母・傾・大崩山系がエコパークに

   4   風水害への備えを

   6   平成29年度予算概要

   7   農業

   8   私たち、地域おこし協力隊です

   9   まちの出来事

12   竹田市のこよみ

14   たけたん情報

20   たけたん情報「休日・夜間当番医」ほか

21   学び舎／人権シリーズ「ぬくもり」

22   市長コラム「有由有縁」

23   図書館に行こう／まるごと博物館

24   郷土の植物／アッパレ！ 100歳／ 　

すくすく１歳

広報

神
原
川
の
美
し
い
渓
谷
な
ど
、
独
特

の
景
観
美
と
原
生
的
な
自
然
に
抱
か

れ
た
地
域
で
、
昔
か
ら
こ
の
豊
か
な

自
然
を
敬
い
、
守
り
な
が
ら
暮
ら
し

て
き
た
地
区
で
す
。

　

祖
母
傾
山
系
が
国
内
候
補
地
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
さ
れ
た
昨
年
８

月
以
降
、
嫗
岳
地
区
で
は
地
元
の
若

手
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
名
も
Ｍ
Ｍ
Ｓ

21（M
other m

ountain 

“
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
”（
母
な
る
山“
祖
母
”））が
中
心
と

な
っ
て
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
体

験
ツ
ア
ー
を
計
画
。
メ
ン
バ
ー
約
30

人
は
、
祖
母
山
の
美
し
い
景
観
や
珍

し
い
植
物
を
観
察
で
き
る
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

祖
母
山
を
安
全
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に

　

昨
年
10
月
か
ら
整
備
に
着
手
。
訪

れ
た
人
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
、

階
段
や
ロ
ー
プ
の
つ
い
た
手
す
り
を

取
り
付
け
、
ま
た
植
物
の
名
前
や
特

徴
を
記
し
た
銘
板
を
設
置
す
る
な
ど

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
３

月
に
は
、
整
備
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
歩
く
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
。
参
加
し
た
20
人
か
ら「
祖
母

が
織
り
な
す
景
色
が
す
ば
ら
し
い
」

「
昼
食
の
薬
膳
料
理
が
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
い

た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
第
２
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
始
め
る
そ
う

で
、「
ガ
イ
ド
の
研
修
も
重
ね
な
が

ら
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
企
画

し
た
り
、
地
元
の
小
学
生
や
親
子
を

招
い
て
動
植
物
の
観
察
会
も
行
っ
て

い
き
た
い
」と
グ
ル
ー
プ
代
表
の
工

藤
桂
太
さ
ん
。

祖
母
の
自
然
と
人
と

　

昔
か
ら
、
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
で
地
域
住
民
の
交
流
が
盛
ん
な

嫗
岳
地
区
。「
こ
れ
ま
で
地
域
で
受

け
継
い
で
き
た
自
然
に
対
す
る
思
い

や
人
と
人
と
の
繋
が
り
。
Ｍ
Ｍ
Ｓ
21

の
活
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
よ
り
若

い
世
代
の
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」

と
工
藤
さ
ん
は
目
標
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

↑登録を祝って「ばんざーい！」
　（写真中央がMMS21代表の工藤桂太さん）

↑メンバーでトレッキングコースを整備

↑オオヤマレンゲ↑祖母山５合目の滝（御社の滝）

※祖母・傾山系のPR動画 → 　https://www.city.taketa.oita.jp/movie/
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風水害への備えを

　

近
年
、
梅
雨
前
線
の
停
滞
や
台
風

の
接
近
等
を
起
因
と
し
て
、「
集
中

豪
雨
」や
短
時
間
に
局
地
的
に
激
し

い
雨
を
降
ら
せ
る「
局
地
的
大
雨（
ゲ

リ
ラ
豪
雨
）」が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
風
水
害
等
に
備
え
、

日
頃
か
ら
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

防
災
情
報
を
知
る
に
は

　

災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

防
災
告
知
端
末
や
テ
レ
ビ
、
メ
ー
ル

等
に
よ
り
情
報
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
へ
の
登

録
で
、
防
災
情
報
が
あ
な
た
の
携
帯

電
話
に
届
き
ま
す
。

　

e@
bosai-oita.jp

に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
、
そ
の
返
信
メ
ー
ル
の
内

容
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
の
指
標
と
な
る
情
報

　

災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、

市
か
ら
段
階
的
に
避
難
に
関
す
る
３

つ
の
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

①
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

…
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人（
避
難

行
動
要
支
援
者
）は
避
難
開
始
。
通

常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
は
避
難

の
準
備
を
。

　
　
　
　
　

↓

②
避
難
勧
告
…
通
常
の
避
難
行
動
が

で
き
る
人
も
避
難
開
始
。

　
　
　
　
　

↓

③
避
難
指
示（
緊
急
）…
ま
だ
避
難
し

て
い
な
い
人
は
直
ち
に
避
難
行
動
を
。

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
ょ
う

　

災
害
は
家
族
が
一
緒
に
い
る
時
に

起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
、
家
族
で
普
段
か

ら
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
話
し
合
い
た
い
項
目
》

○
集
合
場
所
や
避
難
場
所
・
避
難
経

路
○
家
の
付
近
の
災
害
危
険
箇
所
の
確

認
○
家
族
と
連
絡
を
取
る
方
法

○
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担
等

　

竹
田
市
防
災
マ
ッ
プ（
保
存
版
）を

今
年
４
月
に
市
内
全
戸
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
市
内
で
土
砂
災
害
等
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
や
避
難
所

の
位
置
を
示
し
た
地
図
は
も
ち
ろ
ん
、

　

災
害
に
よ
り
農
地
・
農
業
用
施
設

が
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
手
続
き
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
災
害
発
生
・
被
害
報
告

　

24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
以
上
ま
た
は

１
時
間
雨
量
20
ミ
リ
以
上
の
場
合
が

災
害
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
告
知

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
農

地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

を
希
望
す
る
方
は
、
発
生
か
ら
３
日

以
内
に
各
居
住
地
の
担
当
課
ま
で
報

風
水
害
等
の
災
害
の
備
え
や
、
日
頃

備
え
て
お
く
こ
と
、
避
難
す
る
と
き

の
注
意
点
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
７
・
12
竹
田
市
防
災
の
日
」

特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

今
回
は
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病

院
と
竹
田
医
師
会
病
院
に
勤
務
し
、

大
災
害
時
は
大
分
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て

活
動
、
ま
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る

救
命
活
動
に
精
通
さ
れ
て
い
る
石
井

圭
亮
氏
に
、
竹
田
市
の
医
療
の
現
状

や
災
害
時
の
対
応
等
を
学
び
ま
す
。

日
時　

７
月
12
日（
水
）　

午
後
１
時

30
分
～
４
時（
午
後
１
時
～
受
付
）

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー（
市
役
所
本
庁
舎
隣
）

内
容

第
1
部　

特
別
講
演「（
演
題
）大
分

県
の
救
急
医
療
と
災
害
医
療
―
竹
田

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
―
」

　

講
師　

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病

院　

診
療
教
授　

石
井
圭
亮
氏

第
２
部　

救
急
隊
員
に
よ
る
事
例
発

表「
労
働
災
害
。救
急
隊
と
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
連
携
し
、
傷
病
者
が
社
会
復

帰
し
た
事
例
」

入
場
料　

無
料

問
竹
田
市
総
務
課
防
災
担
当  

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
１
２
）

「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
」を
教
訓
に

風
水
害
な
ど
へ
の
備
え
を

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害  

〜
災
害
発
生
か
ら
復
旧
工
事
完
了
ま
で
〜

　

風
水
害
の
多
発
期
に
備
え
、
災
害
危

険
予
想
地
域
の
状
況
調
査
及
び
警
戒
避

難
体
制
の
確
立
等
を
目
的
と
し
た「
平

成
29
年
度
竹
田
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」

が
５
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

 　

市
・
県
の
関
係
部
署
職
員
を
は
じ

め
、
陸
上
自
衛
隊
や
警
察
ほ
か
８
機
関

の
関
係
者
21
名
が
参
加
し
、
昨
年
４
月

に
発
生
し
た「
熊
本
地
震
」の
影
響
で
落

石
の
あ
っ
た
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所

等
、
市
内
７
箇
所
の
現
場
を
念
入
り
に

パ
ト
ロ
ー
ル
。
現
地
で
は「
予
想
さ
れ

る
被
害
内
容
」や「
被
害
防
止
対
策
」等

を
検
討
し
、
防
災
体
制
を
確
認
し
ま
し

た
。

玉
来
ダ
ム
、
本
体
工
事
着
工
へ

　

５
月
31
日
、
平
成
29
年
度
竹
田
水
害
緊

急
治
水
ダ
ム（
玉
来
ダ
ム
）建
設
促
進
委
員

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
玉
来
川
は

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
氾
濫
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
今

月
か
ら
本
体
工
事
に
着
手
。
平
成
34
年
度

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
関
係
者
立
会
い
の
も

と
で
玉
来
ダ
ム
工
事
事
務
所
及
び
宿
舎
立

地
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

工
事
事
務
所
と
宿
舎
は
竹
田
市
公
民
館

宮
城
分
館
敷
地
内
に
設
置
。
工
事
の
ピ
ー

ク
時
に
は
約
１
０
０
人
の
作
業
員
が
常
駐

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
貢
献
活
動
に

よ
る
地
区
の
活
性
化
や
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

竹田市防災パトロール

↑協定書に調印した首藤竹田市長と大
成・菅組・友岡特定建設工事共同企
業体 福原八重二所長（写真右から二
人目）、宮城地区自治会長会衛藤勝
志会長（写真右）、大分県玉来ダム建
設事務所古庄紀和所長（写真左）

↑市内７箇所の現場調査を行い、被害防止対策等を検
討しました
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告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
現
地
調
査

　

職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
必

ず
本
人
が
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
境
界
等
は
申
請
人
の
責
任
に

お
い
て
明
確
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
災
害
復
旧
申
請

　

申
請
書
を
測
量
・
設
計
費
用
の

１
万
円
と
併
せ
て
各
担
当
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
測
量
・
査
定
・
実
施
設

計
・
復
旧
工
事
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
国
の
予
算
の
都
合
に
よ
り
、
順
次

発
注
し
ま
す
。
災
害
復
旧
は
３
年
間

で
実
施
し
ま
す
）

■
対
象
要
件

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

に
つ
い
て
、
施
設（
農
道
・
橋
梁
・

水
路
・
頭
首
工
・
た
め
池
・
用
排
水

機
場
等
）の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
施

設
で
な
い
と
対
象
と
な
ら
な
い（
採

択
し
な
い
）と
の
通
知
が
農
林
水
産

省
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
適
正
な
維
持

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
農
業
用
施
設

の
要
件
を
次
に
ま
と
め
て
い
ま
す
の

で
、
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
十
分

な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
管
理
要
件

　

定
期
的
な
草
刈
り
・
泥
上
げ
・
点

検
及
び
補
修
等
の
作
業
に
つ
い
て

①
水
路
・
農
道
に
つ
い
て
は
作
業
日

報
及
び
作
業
の
記
録
写
真
等
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と

②
頭
首
工
・
た
め
池
等
の
施
設
に
つ

い
て
は
管
理
・
点
検
台
帳
及
び
管
理

作
業
の
記
録
写
真
等
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と

③
日
報
・
管
理
記
録
等
は
毎
年
度
分

保
管
し
て
お
く
こ
と

※
な
お
、
維
持
管
理
記
録（
日
報
及

び
写
真
等
）は
災
害
申
請
時
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
災
害
復
旧
の
申
請
を
し
た
ら
、
事

業
を
途
中
で
中
止
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
災
害
復
旧
費
用
が
40
万
円
未
満
の

場
合
は
、
事
業
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

・
水
管
理
が
悪
い
た
め
被
災
す
る
場

合
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
雨
の
時
は
必

ず
落
水
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
復
旧
工
事
１
年
未
満
の
箇
所

は
耕
起
や
水
管
理
に
十
分
注
意
し
て
、

再
び
被
災
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

・

 

竹
田
市
農
林
整
備
課

☎
63
―

４
８
０
６

荻
支
所
地
域
振
興
課

☎
68
―

２
２
１
１

久
住
支
所
地
域
振
興
課

☎
76
―

１
１
１
１

直
入
支
所
地
域
振
興
課

☎
75
―

２
２
１
１

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

海
老
納
眞
則（
会
々
）委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
期
目

　

木
村　

信
義（
白
丹
）職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
期
目

　

吉
野　

眞
正（
長
湯
）委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
期
目

　

穴
見　

一
男（
馬
場
）委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
期
目

任
期
：
平
成
29
年
６
月
６
日
～

平
成
33
年
６
月
５
日（
任
期
４
年
）

監
査
委
員

　

児
玉　

淳
一（
植
木
）

　
　
　
　
　
　
　

識
見
を
有
す
る
者

任
期
：
平
成
29
年
６
月
14
日
～

平
成
33
年
６
月
13
日（
任
期
４
年
）

　

阿
部　

雅
彦（
玉
来
）　

議
会
選
出

任
期
：
平
成
29
年
５
月
10
日
～

平
成
33
年
４
月
23
日（
議
員
の
任

期
の
間
）

公
平
委
員
会
委
員

　

岩
見
ト
シ
子（
竹
田
）

　

伊
藤　

誠
至（
仏
原
）

　

添
田　

幸
生（
小
塚
）

任
期
：
平
成
29
年
６
月
14
日
～

平
成
33
年
６
月
13
日（
任
期
４
年
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

森　
　

祥
一（
会
々
）　　

３
期
目

　

那
須　
　

充（
下
田
北
）

　

荒
木　

克
彦（
会
々
）

任
期
：
平
成
29
年
６
月
６
日
～

平
成
32
年
６
月
５
日（
任
期
３
年
）

監  

査  

公  

表

  

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
29
年
４
月
24
日
に

定
期
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

竹
田
市
監
査
委
員　
　

佐
伯
次
人

■
人
権
・
同
和
対
策
課

　

財
務
事
務
に
つ
い
て
は
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び

そ
の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
っ

た
。

　
「
竹
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
実
施

計
画
」に
基
づ
き
、
各
種
研
修
や
講

習
の
実
施
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
２
次
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
た
け
た
」が
策
定
さ
れ

て
い
る
。
諸
施
策
を
講
じ
て
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収
納

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
高
齢
者
相
談
支
援
員
の
紹
介

　

介
護
や
認
知
症
の
こ
と
な
ど
、
高

齢
者
に
関
す
る
生
活
の
心
配
ご
と
や

困
り
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

つ
る
か
め｣

等
と
連
携
し
て
解
決
に

努
め
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
相
談
窓

口
に
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
監
査
委
員
・
公
平
委
員
会
委
員
・

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

竹田東部・西部

野
の

仲
なか

　敏
とし

子
こ

（悠々居）
☎63-3668

荻・竹田南部

麻
あ

生
そう

　睦
むつみ

（社協荻支所） 
☎68-3050   

久住・白丹・竹田北部

大
おお

津
つ

　知
とも

実
み

（社協久住支所）
☎64-3823

直入・都野

藤
ふじ

田
た

　真
ま

美
み

（社協直入支所）
☎75-2216

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ

う
地
域
に
出
向
い
て
行
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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平成29年度予算概要

平成29年度の予算をお知らせします

肉付け予算（１号補正）後の一般会計予算総額  222億4,757万5千円
　広報たけた４月号においてお知らせした平成29年度当初予算は、市長選挙が実施されたことから、骨格予算となっ
ていました。今回は、その予算に対する肉付け予算として実質上の当初予算を編成したので、その概略と主な事業
をお知らせします。

温泉利用型健康増進施設（クアハウス）建設
　クアオルト構想の中心施設であるクアハウスの実施設
計が完了しました。また、直入荘の跡地に建設する宿泊
棟、レストラン棟の事業者も決定したことから、１号補
正において下記のとおり事業費を予算化しています。な
お、クアハウスの建設には、地方創生事業として、国の
承認を受けた90,227千円の補助金のほか、これまで積
み立ててきた基金、元利償還金の７割が国からの交付税
として措置される合併特例債を活用する予定です。

本体工事　  3億9,400万円 周辺環境整備　9,500万円
工事監理　　　 2,000万円 宿泊棟建設補助　　1億円

エネルギーによる地域貢献を目指して
　地域活性化につながる市民からの提案に対し補助金を
交付する「市民提案型地域活力創造事業」。市内遊休地を
活用した太陽光発電の収益がこの事業の創設へとつなが
りました。市では今後も地域貢献へとつながるエネル
ギー施策を展開していきます。

●バイオガスプラント事業化計画　　　　　　2,048万円
　バイオガスプラントとは、家畜の糞尿等を利用し、醗
酵させ発生するメタンガスにより発電する施設です。発
電の材料は家畜の糞尿だけでなく、し尿や生ごみも利用
できることから、ごみの減量化も図られます。
　また、醗酵の過程で発生する液肥や堆肥、廃熱は農家
に供給したり、ハウスの加温等に利用できるため農業振
興につながります。
　産業振興や雇用の創出等につながる竹田市ならではの
バイオガスプラント事業を推進し、資源が循環する地域
を目指します。

●新電力参入事業　　　　　　　　　　　　　　507万円
　電気の小売業への参入が全面自由化されたことによ
り、家庭等すべての消費者が電力会社を自由に選択でき
るようになり、会社や自治体等は新たな事業として電気
の小売業へ参入してきています。竹田市でも地域で発電
した電気を地域の電力会社が市民に販売することができ
ます。これにより、地域に循環する資金を福祉サービス
等に充てることで、市の財政負担の軽減が図られるため、
電気の小売業への参入を推進していきます。

歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

区　　　　　分 当初予算額 肉付け予算 計
  1.市税 1,864,783 1,864,783
  2.地方譲与税 264,000 264,000
  3.利子割交付金 1,500 1,500
  4.配当割交付金 5,000 5,000
  5.株式等譲渡所得割交付金 3,000 3,000
  6.地方消費税交付金 410,000 410,000
  7.ゴルフ場利用税交付金 6,000 6,000
  8.自動車取得税交付金 46,000 46,000
  9.地方特例交付金 3,800 3,800
10.地方交付税 8,070,000 8,070,000
11.交通安全対策特別交付金 4,800 4,800
12.分担金及び負担金 339,686 339,686
13.使用料及び手数料 364,431 170 364,601
14.国庫支出金 3,057,829 131,628 3,189,457
15.県支出金 2,141,609 19,988 2,161,597
16.財産収入 73,870 1,430 75,300
17.寄附金 67,726 200 67,926
18.繰入金 886,392 655,739 1,542,131
19.繰越金 1 1
20.諸収入 260,773 13,420 274,193
21.市債 3,131,800 422,000 3,553,800

合　　計 21,003,000 1,244,575 22,247,575

歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

区　　　　　分 当初予算額 肉付け予算 計
  1.議会費 170,527 △ 1,046 169,481
  2.総務費 2,327,773 285,421 2,613,194
  3.民生費 5,182,130 447 5,182,577
  4.衛生費 1,091,039 634,128 1,725,167
  5.労働費 10,776 250 11,026
  6.農林水産業費 2,626,222 76,188 2,702,410
  7.商工費 407,105 66,518 473,623
  8.土木費 2,029,317 94,101 2,123,418
  9.消防費 681,670 △ 11,391 670,279
10.教育費 3,914,719 99,959 4,014,678
11.災害復旧費 487,836 487,836
12.公債費 2,053,886 2,053,886
13.予備費 20,000 20,000

合　　計 21,003,000 1,244,575 22,247,575

問竹田市財政課　☎63-1111（内線231・232）
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農業

第
60
回
大
分
県
乾
椎
茸
品
評
会

入
賞
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）

○
袋
物
の
部

【
茶
花
冬
菇
】

　

２
等　
　

見
崎　

博
憲（
久
住
）

　

２
等　
　

堀　
　

恭
博（
竹
田
）

【
香　

菇
】

　

２
等　
　

後
藤　

英
二（
竹
田
）

○
箱
物
の
部

【
冬　

菇
】

　

２
等　
　

小
手
川
敏
明（
竹
田
）

　

３
等　
　

堀　
　

恭
博（
竹
田
）

　

努
力　
　

佐
藤　

文
博（
久
住
）

　

努
力　
　

堀　
　

恭
博（
竹
田
）

【
香　

菇
】

　

３
等　
　

堀　
　

恭
博（
竹
田
）

　

努
力　
　

菅　
　

隆
徳（
荻
）

　

努
力　
　

堀　
　

恭
博（
竹
田
）

　

今
年
は
全
国
品
評
会
表
彰
式
が

7
月
8
日
に
豊
後
大
野
市
の「
エ
イ

ト
ピ
ア
お
お
の
」で
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
、
入
賞
し
た
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
乾
し
い
た
け
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

椎
茸
種
駒
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　

椎
茸
産
地
の
振
興
と
椎
茸
生
産
者

の
経
営
安
定
対
策
を
目
的
と
し
て
、

市
で
は
椎
茸
種
駒
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
補
助
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
椎
茸
生
産
者

⑵
補
助
対
象
要
件　

平
成
28
年
11
月

か
ら
平
成
29
年
５
月
の
間
に
植
菌
し

た
種
駒
が
２
万
駒
を
超
え
る
生
産
者

⑶
補
助
金
額　

植
菌
し
た
種
駒
が

２
万
～
３
万
駒
の
範
囲　

０
・
５
円

／
駒

　

植
菌
し
た
種
駒
が
３
万
駒
を
超
え

る
分　

１
・０
円
／
駒

⑷
提
出
先　

竹
田
市
農
政
課
林
業
振

興
室
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
産

業
建
設
係

⑸
受
付
期
間　

８
月
31
日
㈭
ま
で

　

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63
―

４
８
０
５

　

今
年
の
ハ
ウ
ス
カ
ボ
ス
出
荷
量
は
、

加
温
・
無
加
温
合
わ
せ
て
45
～
46
㌧

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
果
汁
が
の
っ

た
、
味
も
香
り
も
豊
か
な
竹
田
の
カ

ボ
ス
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ハウスカボスの
出荷始まる

↑風味豊かな竹田のカボスをぜひ食卓に！

↑「菅生のとうもろこしをブラン
ド化していきたい」と山岡さん

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/img/img_
photo02.jpg

　

古
く
か
ら
と
う
も
ろ
こ
し
の
生
産

が
盛
ん
な
菅
生
地
区
。
標
高
５
０
０

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
原
地
帯
に
は

こ
の
時
期
、
太
陽
の
光
を
浴
び
た
と

う
も
ろ
こ
し
の
穂
が
金
色
に
輝
く
風

景
が
広
が
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を

生
産
し
て
い
る
山や
ま

岡お
か

正ま
さ

近ち
か

さ
ん
。
山

岡
さ
ん
は
自
衛
官
を
退
職
後
、
12
年

前
か
ら
栽
培
を
始
め
た
そ
う
で
、「
昭

和
50
年
代
か
ら
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

生
産
が
始
ま
っ
た
菅
生
で
は
、
現
在
、

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
優
に
超
え
、

西
日
本
最
大
の
産
地
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
菅
生
の
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
粒
皮
が
柔
ら
か
く
、

甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ

は
、
昼
と
朝
夕
の
寒
暖
差
が
10
度
以

上
あ
り
、
日
中
た
っ
ぷ
り
日
差
し
を

浴
び
た
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
気
温
が

下
が
る
夜
、
実
に
糖
分
を
溜
め
込
み
、

甘
み
が
最
高
潮
に
達
す
る
早
朝
に
収

穫
す
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も

お
い
し
い
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ん
で

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
岡
さ
ん
が
栽
培
を
始
め
た
頃

は
、
知
名
度
が
低
く
、
販
売
価
格
も

安
か
っ
た
た
め
、
菅
生
の
お
い
し
い

と
う
も
ろ
こ
し
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
始
め
た
の
が「
と
う
き
び

フ
ェ
ス
タ
」。
７
月
中
旬
に
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
試
食
や
直
売
、
加

工
品
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
収
穫
体
験
も
で
き
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
の
催
し
に
な

り
ま
し
た
。

  

「
今
後
は
こ
の
菅
生
地
区
の
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

こ
と
、
そ
し
て
10
年
先
、
20
年
先
を

見
据
え
、
後
継
者
を
増
や
し
て
い
き

た
い
」と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

今
年
の
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
は
７
月
16
日
㈰
開
催
。

午
前
８
時
30
分
か
ら
道
の
駅
す
ご
う
で
、
朝
採
れ

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
試
食
・
直
売
等
が
行
わ
れ
ま

す
。
収
穫
体
験
も
で
き
ま
す
。

竹
田
市
が
育
む
、
た
お
や
か
で
滋
味
深
い
作
物
た
ち
。

第
１
回　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛
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竹
田
温
泉「
花
水
月
」内
に
は
、
商

工
観
光
課
、
国
際
観
光
案
内
所
、
竹

田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
が
あ
り
、
６

名
の
協
力
隊
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
商
工
観
光
課
に
は
竹
間
梨

香（
３
期
）、
山
下
歩（
５
期
）が
在
籍
。

商
工
観
光
課
の
主
な
業
務
は
、
お
客

様
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
や
、
電
話
対
応
。

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
国
際
観
光

案
内
所
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

計
画
や
準
備
。
主
な
業
務
に
加
え

て
、
温
泉
療
養
保
健
、
Ｐ
Ｒ
動
画
作

成
、
翻
訳
作
業
な
ど
、
協
力
隊
個
々

の
持
っ
て
い
る
能
力
と
観
光
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
観
光
課
に
い
る
協
力
隊
は
竹

田
市
の
出
身
で
は
な
い
の
で
、
最
初

は
竹
田
市
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
様
々
な
地
に
足
を
運
び
、

お
客
様
と
関
わ
り
生
の
声
を
聴
く
こ

と
で
、
新
た
な
竹
田
市
の
魅
力
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
国
際
観
光
案
内
所
に
は
崔

材
洪（
３
期
）、
張
浩（
５
期
）、
嶋
津

理
香（
５
期
）が
在
籍
。
観
光
案
内
や
、

竹
田
市
の
良
さ
を
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
業
務

を
し
て
い
ま
す
。
英
語
、
韓
国
語
、

中
国
語
、
さ
ら
に
は
ス
ペ
イ
ン
語
ま

で
幅
広
い
多
言
語
で
対
応
が
で
き
る

協
力
隊
員
が
揃
っ
て
お
り
、
協
力
隊

の
目
線
か
ら
見
た「
竹
田
市
の
宝
」を

外
国
人
観
光
客
に
感
じ
て
も
ら
え
る

た
め
に
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
田
市
民
の
方
に
も
私
た

ち
の
母
国
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

国
際
的
な
感
覚
を
覚
え
て
頂
く
た
め

に
国
際
交
流
の
場
を
図
っ
た
り
、
一

緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

た
り
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
農
家
民
泊
を
利
用
し
て
竹

田
に
来
ら
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、

宿
泊
受
け
入
れ
先
の
宿
泊
施
設
の
皆

さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
お
も
て
な
し

し
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
に
は
、
竹

田
市
と
観
光
文
化
友
好
交
流
都
市
で

あ
る
台
湾
高
雄
市
田
寮
区
か
ら
約
40

名
の
高
校
生
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
４
月
か
ら
新
設
さ
れ
た

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
に
は
藪
内

成
基（
４
期
）が
在
籍
。
竹
田
は
藩
ぐ

る
み
で
キ
リ
シ
タ
ン
を
隠
し
た「
隠

し
キ
リ
シ
タ
ン
」城
下
町
。
こ
れ
ま

で
の
地
道
な
研
究
や
Ｐ
Ｒ
が
実
を
結

び
、
国
内
外
か
ら
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
に
ふ
れ
る
べ
く
訪
問
客
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
数
あ
る
キ
リ
シ
タ

ン
遺
物
の
中
で
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
洞

窟
礼
拝
堂
は
史
実
に
登
場
し
て
今
年

が
４
０
０
周
年
。
秋
に
は
城
下
町
に

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
の
オ
ー
プ

ン
も
控
え
て
い
ま
す
。
こ
の
千
載
一

遇
の
機
会
に
、
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
文

化
を
通
じ
て
竹
田
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
も
大

切
で
す
が
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
方
と
じ
っ
く
り
お
話
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
電
話
や
飛
び
込
み
で

事
務
所
を
訪
ね
て
来
る
方
が
毎
日
尽

き
ま
せ
ん
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
、
重
要
な
発
見

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
温
泉「
花
水
月
」に
お
越
し
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
協
力
隊
の

顔
を
の
ぞ
き
に
き
て
く
だ
さ
い
！

私たち、地域おこし協力隊です

竹田の観光情報なら何でもおまかせください！

今年３月に実施したオルレフェア。協力隊メンバー
も、ガイドに準備に奔走しました

海外からもキリシタン洞窟礼拝堂を訪ねる観光
客が増えています

商
工
観
光
課

国
際
観
光
案
内
所

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所   

編

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

①
前
住
所
地

②
勤
務
先（
担
当
業
務
）

③
抱
負

　

５
月
１
日
及
び
６
月
１
日
付
け
で
着
任
し
た
４
名

の
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
も
仲
間
に
な
り
ま
し
た
！

①
東
京
都
杉
並
区

②
企
画
情
報
課

③
竹
田
の
皆
さ
ん
か
ら
、
山
や
畑
の
こ
と
、

自
然
の
中
で
暮
ら
す
知
恵
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
東
京
都
東
久
留
米
市

②
国
際
観
光
案
内
所

③
語
学
と
ウ
ェ
ブ
を
活
か
し
て
、
竹
田
市

の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
鳥
取
県
鳥
取
市

②
商
工
観
光
課

③
こ
れ
ま
で
身
に
つ
け
た
映
像
や
音
楽
の

ス
キ
ル
を
使
っ
て
、
竹
田
市
を
日
本
中
、

世
界
中
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

①
東
京
都
大
田
区

②
企
画
情
報
課

③
少
子
化
、
晩
婚
化
な
ど
社
会
問
題
を
、

竹
田
市
の
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山
やました

下　歩
あゆむ

市
いちはら

原　正
まさし

佐
さ

藤
とう

　友
とも

子
こ

嶋
しま

津
づ

　理
り か

香

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力
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まちの出来事

　

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま

り
を
告
げ
る「
第
65
回
く
じ
ゅ
う
山

開
き
」の
山
頂
祭
が
６
月
４
日
、
久

住
山（
１
７
８
７
ｍ
）の
山
頂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
山
頂
祭
に

は
県
内
外
か
ら
３
千
人
を
超
え
る
登

山
者
が
参
加
。

　

登
山
道
で
は
ピ
ン
ク
色
に
咲
き

誇
っ
た
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
ツ
ク
シ

ド
ウ
ダ
ン
な
ど
の
高
山
植
物
が
登
山

者
を
出
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
ご
み
拾
い
」と「
ゴ
ル
フ
」を
も

じ
っ
た「
ゴ
ミ
フ
」大
会
が
、
５
月
29

日
に
荻
地
域
で
、
５
月
30
日
に
は
竹

田
・
豊
岡
・
玉
来
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ

を
火
箸
に
持
ち
替
え
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
い
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の

量
は
年
々
減
少
し
て
い
て
、
ま
ち
全

体
の
美
化
意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

“
ゴ
ミ
フ
”で
ま
ち
を
キ
レ
イ
に
！　

竹
田
と
荻
で
清
掃
活
動

　

６
月
８
日
、
南
部
小
学
校
の
６

年
生
30
人
が
、
別
府
市
の
国
立
別

府
重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。

児
童
た
ち
は
こ
の
日
ま
で
に
採
っ

た
ほ
た
る
約
４
０
０
匹
と
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
の
作
品
な
ど
を
入
所

者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
６
月
10
日
に
は
、
竹
田
小

学
校
の
６
年
生
26
人
が
大
分
市
の

障
害
児
入
所
施
設「
清
明
あ
け
ぼ

の
学
園
」を
訪
問
し
、
ほ
た
る
約

４
０
０
匹
を
贈
り
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
交
流
会
を
開
き
、
お
互
い

の
友
情
を
育
み
ま
し
た
。

↑この日の最高齢登山者は、福岡県北九州市の原益
男さん(89歳)。90歳を迎える前に記念登山で訪れ
たそうです

↑酉年にちなんだ記念ペナントを手に

↑スポーツ少年団の団員も参加した
荻地域

↑ほたるを施設の利用者に贈る南部小の児
童たち　

↑学園ではほたるを飼育しながら、産卵・
孵化を目指し、孵化した幼虫は７月15日に

「ほたるの里帰り」として竹田小に届けられ
る予定です

↑竹田地域では３地区合わせて約450
人が参加しました

↑最優秀賞を受賞した高齢者の部門の松井
三月さん（左）と親と子の部門の熊野かお
りさん・遥斗くん親子（右）

「
お
い
し
い
」と「
元
気
」を
支
え
る
丈
夫
な
歯 

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

歯
と
口
の
健
康
週
間（
６
月
４
～

10
日
）に
合
わ
せ
て
、
歯
と
口
の
健

康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
て
も
ら
お
う
と
、「
平
成
29
年
度
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」が
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
齢
者
の
部
門
】

　

最
優
秀
賞　

松
井
三
月
さ
ん（
81

歳
・
新
町
）／
優
秀
賞　

林　

長
男

さ
ん（
80
歳
・
阿
蔵
）／
最
高
齢
者
賞

　

平
野
ユ
リ
子
さ
ん（
88
歳
・
紺
屋
）

※
最
優
秀
賞
の
松
井
さ
ん
は
市
代
表

と
し
て
、
７
月
８
日
に
行
わ
れ
る
県

大
会
の
書
類
審
査
を
受
け
ま
す
。

【
親
と
子
の
部
門
】

　

最
優
秀
賞　

熊
野
か
お
り
さ
ん
・

遥
斗
く
ん（
政
所
）

※
最
優
秀
賞
の
熊
野
さ
ん
親
子
は
、

７
月
８
日
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に
市

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

本格的な登山シーズンの到来

くじゅう山開き開催
ミヤマキリシマも登山者をお出迎え

ほたるおくり  ～友情をつなぐほたるの光～
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蛍
丸
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
名

工
・
来ら
い
く
に
と
し

国
俊
が
作
っ
た
刃
渡
り
３
尺

３
寸（
約
１
㍍
）の
大
太
刀
。
建
武
３

（
１
３
３
６
）年
の
多
々
良
浜
の
戦
い

で
、
阿
蘇
氏
十
代
当
主
の
阿
蘇
惟こ
れ

澄ず
み

は
足
利
尊
氏
を
迎
え
討
ち
、
こ
の
愛

刀
を
手
に
奮
戦
。
眠
り
に
落
ち
た
惟

澄
は
幻
想
的
な
夢
を
見
ま
す
。
そ
れ

は
無
数
の
蛍
が
現
れ
、
太
刀
の
周
り

を
舞
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
翌
朝

目
覚
め
る
と
刃
こ
ぼ
れ
だ
ら
け
だ
っ

た
愛
刀
は
不
思
議
な
こ
と
に
美
し
い

元
の
姿
に
戻
っ
て
い
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
神
社（
熊
本
県
阿
蘇
市
）の
宮

司
を
務
め
る
阿
蘇
氏
に
代
々
伝
え
ら

れ
、
戦
後
の
混
乱
期
に
行
方
不
明
に

な
っ
た
宝
刀「
蛍
丸
」の
復
元
を
目
指

し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
岐
阜
県

関
市
の
福
留
房
幸（
本
名
・
裕
晃
）さ

ん（
32
歳
）と
、
竹
田
市
荻
町
の
興こ
お

梠ろ
き

房ふ
さ

興お
き（
本
名
・
宏
明
）さ
ん（
35
歳
）の

若
き
刀
工
２
人
で
す
。
制
作
費
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
資
金
調
達
を
す

る「
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

を
活
用
。
支
援
者
は
延
べ
３
１
９
３

人
に
達
し
、
４
５
１
２
万
円
の
資
金

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
２
月
、
阿
蘇
神
社
で

火
入
れ
式
が
行
わ
れ
、
荻
町
馬
場
の

興
梠
房
興
日
本
刀
鍛
錬
場
で
復
元
を

開
始
。
現
存
す
る
資
料
を
基
に
日
々

鋼
を
鍛
え
、
見
事
に
復
活
さ
せ
ま
し

た
。

　

蛍
丸
の
写
し（
模
写
を
意
味
す
る
）

は
今
年
６
月
17
日
、
２
人
の
手
に

よ
っ
て
阿
蘇
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。「
多
く
の
支
援
者
に
支
え
ら
れ
、

無
事
に
奉
納
と
い
う
区
切
り
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
た
く
さ
ん
の
方

に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
２
人
は
語
り
ま
し
た
。

まちの出来事

双
城
地
区
の
生
活
文
化
を
調
査

別
府
大
学
民
俗
学
調
査
報
告
会
開
催

　

平
成
23
年
か
ら
別
府
大
学
と
の
交

流
を
続
け
て
い
る
双
城
地
区（
城
原

地
区
と
宮
城
地
区
）。
そ
の
双
城
地

区
で
、
別
府
大
学
に
よ
り
４
年
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
調
査
の
成
果
を
発

表
す
る「
民
俗
学
調
査
報
告
会
」が
６

月
３
日
、
竹
田
市
文
化
財
管
理
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査

は
平
成
24
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
実

施
。
学
生
が
地
区
に
暮
ら
す
36
名
の

方
に
、
１
９
６
０
年
当
時
の
衣
食
住

や
信
仰
な

ど
に
つ
い

て
聞
き
取

り
、
ま
と

め
た
内
容

を
発
表
し

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
春
季
善
行
・
特
別
善

行
表
彰
式
が
５
月
９
日
、
東
京
の
明

治
神
宮
参
集
殿
で
行
わ
れ
、
竹
田
市

吉
田
の
加
藤
孝
介
さ
ん（
77
歳
）が
善

行
銀
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
の
委
員
と
し
て
、
20
年
以
上

に
わ
た
り
補
導
員
を
務
め
、
ま
た
学

校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
）活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

加
藤
さ
ん（
竹
田
市
吉
田
）が

日
本
善
行
会
善
行
銀
章
を
受
賞

　

市
中
心
市
街
地
に
整
備
さ
れ
る

城
下
町
交
流
拠
点
施
設（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
歴
史
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
）。
こ
の
施
設
の
基
本
設

計
を
担
当
す
る
、
世
界
的
な
建
築
家

の
隈
研
吾
氏
の
施
設
に
対
す
る
思
い

を
語
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
６
月
18

日
、
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
隈
氏
は
、
武
家

屋
敷
通
り
に
現
存
す
る「
長ナ
ガ

屋ヤ

門モ
ン

」と

町
屋
の
商
家
に
見
ら
れ
る「
通ト
オ

りリ

庭ニ
ワ

」

の
形
式
を
取
り
入
れ
た
設
計
コ
ン
セ

プ
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

↑今後は地区の生活文化を一冊の
資料にまとめるそうです

↑復元された蛍丸を阿蘇神社に奉納

「
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
」記
念

誌
が
完
成
！

　

瀧
廉
太
郎
が
少
年
期
を
過
ご
し
、

岡
城
阯
を
名
曲「
荒
城
の
月
」の
モ

チ
ー
フ
と
し
た
縁
で
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
22
年
に
竹
田
市
が
創
設
し
た
、

楽
聖
瀧
廉
太
郎
を
顕
彰
す
る
事
業

「
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
」が
昨
年
70

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
実
行
員
会

（
首
藤
勝
次
会
長
）は
70
周
年
を
記
念

し
て
、
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
歴
史
と
記

録
等
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
編
纂
し
、

こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

　

芸
術
の
香
り
高
い
音
楽
の
ま
ち
・

竹
田
市
の
文
化
行
事
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

記
念
誌
は
1
冊
千
円
で
販
売
し
ま

す
。
詳
し
く
は
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽

祭
実
行
委
員
会（
☎
63
―

４
８
３
７
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設計コンセプトは「ナガ
ヤモン」と「トオリニワ」
〜城下町交流拠点施設を語る
市民フォーラム開催〜

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
70
年
の
歴
史
が
こ
の
一
冊
に
！

↑蛍丸復元のため、長い時間をかけて鋼を鍛える

ク
ラ
ウ
ド･

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
名
刀「
蛍
丸
」復
元

現
代
に
蘇
っ
た
幻
の
宝
刀

↑善行銀章を受賞した加藤孝介さん
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未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
育

成
を
目
指
す「
チ
ー
ム
大
分
ジ
ュ
ニ

ア
ア
ス
リ
ー
ト
発
掘
事
業
」。
こ
の

事
業
の
第
１
期
生
に
竹
田
市
立
竹
田

中
学
校
３
年
の
本
田
大た
い

地ち

さ
ん
が
選

ば
れ
、
今
年
３
月
ま
で
１
年
間
に
わ

た
り
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
大
分
県
競
技
力
向

上
対
策
本
部
が
２
０
１
５
年
に
始
め

た
事
業
で
、
運
動
能
力
に
秀
で
た
児

童
、
生
徒
を
見
い
だ
し
、
世
界
で
通

用
す
る
選
手
の
育
成
を
目
指
す
も
の
。

第
１
期
生
に
は
２
５
５
人
が
応
募
。

運
動
能
力
や
集
中
力
を
測
る
閉
眼
歩

行
等
の
テ
ス
ト
を
３
回
行
い
、
将
来

有
望
な
30
人
が
選
出
さ
れ
、
本
田
さ

ん
も
竹
田
市
か
ら
唯
一
第
１
期
生
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
育
成
対
象
と
な
っ
て

い
る
ホ
ッ
ケ
ー
、
カ
ヌ
ー
、
ボ
ー
ト
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
重
量
挙
げ
、
ラ
イ

フ
ル
射
撃
の
６
種
目
を
体
験
。
そ
の

う
ち
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
道
を
選
び
、

国
体
出
場
経
験
の
あ
る
指
導
者
に
パ

ド
ル
の
操
作
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら

練
習
に
打
ち
込
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

カ
ヌ
ー
を
選
ん
だ
理
由
を
尋
ね
る

と
、「
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
、
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
ク
ラ
ブ

で
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
て
、
面
白
さ

を
知
っ
た
」そ
う
で
、「
リ
バ
ー
パ
ー

ク
犬
飼（
豊
後
大
野
市
）で
の
練
習
は
、

激
流
の
中
で
と
て
も
ス
リ
ル
が
あ
っ

て
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
土
日
に
犬
飼
に
通
い
、
練

習
を
続
け
て
い
く
そ
う
で
、「
カ
ヌ
ー

競
技
に
出
会
っ
て
、
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
に
打
ち
込
め
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
。

ど
ん
な
に
き
つ
く
て
も
乗
り
越
え
て
、

次
の
目
標
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」と
話
し
、「
練
習
を

積
ん
で
将
来
は
、
リ
オ
五
輪
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
羽
根
田
卓
也
選
手

の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目

指
し
た
い
」と
熱
く
夢
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
目
指
し
て
、
本
田
大
地
さ
ん
の
大

好
き
な
カ
ヌ
ー
競
技
へ
の
挑
戦
が
続

き
ま
す
。

大
好
き
な
カ
ヌ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
発
掘
事
業
に
本
田
さ
ん
が
参
加

↑オリンピックを目指して、練習に励む本田
　大地さん（竹田中３年）

「平成29年度全国高等学校総合体育大会
　第61回全国高等学校登山大会」 　
7/30㈰～５日間（山形県・蔵王山系）に出場

【女子】　中島　理子（３年）　志賀　　晶（３年）
　　　　渡邊　晴香（３年）　久保　香凛（２年）

「平成29年度国民体育大会
　第37回九州ブロック大会山岳競技」
7/21㈮～３日間（長崎県・大村高校クライミング施
設ほか）に出場 

【男子】　藤部友葵（３年）、西村滉志朗（３年）
【女子】　志賀　菫（２年）
「平成29年度全九州高等学校体育大会

　第60回全九州高等学校登山競技大会」
7/7㈮～３日間（長崎県・雲仙山系）に出場

【男子】　森下　太雅（２年）　佐々木裕杜（２年）
　　　　髙橋　健太（１年）　倉田　拓真（１年）

【女子】　久保　香凛（２年）　進　加南子（２年）
　　　　福澤　奈 （々２年）　佐藤　香帆（１年）

「平成29年度全九州高等学校体育大会陸上競技（イン
ターハイ北部九州地区予選）」
6/14㈬～５日間（福岡県･博多の森陸上競技場）に出場
上村　明希（２年）　佐野　汰知（２年）
阿南　龍生（２年）　佐藤　茉衣（２年）

「全九州高等学校総合文化祭沖縄大会　書道部門」
6/16㈮・17㈯（沖縄県・沖縄県立武道館）に出場
衞藤　　鼓（３年）

「第41回全国高等学校総合文化祭   吟詠剣詩舞部門」
8/3㈭（宮城県・美里町文化会館）に出場
衞藤　　鼓（３年）　原田　祐希（３年）
佐藤　真帆（３年）　若杉　七海（３年）

「平成29年度全九州高等学校体育大会
　第63回全九州高等学校弓道競技大会」
7/9㈰（長崎県・島原市霊丘公園体育館・弓道場）に出場
三浦　圭乃（３年）

竹田高校 弓道部

竹田高校 書道・吟詠部

竹田高校 山岳部竹田高校 陸上部

全
国
大
会
・
九
州
大
会
に
出
場
す
る
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
出
場
す
る
皆
さ
ん
に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
）

輝
け
！
竹
高
生

目
標
に
向
か
っ
て
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７月

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

７月19日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

1

6 7 8
・竹田温泉「花水月」休館日 ・吟詠ミュージアム深田光霊

記 念「 詩 聲 館」七 夕 ま つ り　
10:00-11:00（詩聲館）

・竹田市歩こう会「魚住ダム一
周」　8:00集合（本町マルショ
ク前）　☎62-2501（山本）

・第67回 「社会を明るくする運
動」竹田市民大会  10:00～（竹
田市総合社会福祉センター）

13 14 15
・竹田温泉「花水月」休館日 ・第11回全国和牛能力共進会大

分県最終予選会  9:40-15:00（豊
後玖珠家畜市場）

20 21 22
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談　13:30-15:30（荻支所）　

☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）※要
予約（相談日の前日午前中まで）

・精神保健福祉相談　14:00-16:00（大分県豊肥
保健所）　☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要
予約

・第８回竹田市農業委員会総会　14:00～（市役
所本庁２階庁議室）

・竹田市歩こう会「旧市内散策」　8:00集合（JR
豊後竹田駅前）　☎62-2501（山本）

・岡の里学講座「農業用水の確保の歴史（講話と
現地見学）」　9:30集合（竹田創生館）　☎62-
4100（竹田創生館）

・平成29年度竹田市戦没者追悼式　10:00～（竹
田市総合社会福祉センター）

・新しい地域ささえ愛推進フォー
ラムin竹田（第３弾） 9:00-12:00

（竹田市総合社会福祉センター）
・初心者狩猟講習会①　10:00-

16:30（銃猟：大分県猟友会（大
分市））23日まで　☎62-3434

（竹田市猟友会事務局）

27 28 29
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談   10:00-

15:00（大分県豊肥振興局）☎63-1171
（豊肥振興局）※要予約

・こころの健康相談 13:30-15:30（久
住保健センター）　☎63-3346（竹
田市心の相談支援事業所）※要予
約（相談日の前日午前中まで）

・３歳児健診　受付：13:00～（竹田
市総合社会福祉センター）

・第37回日本一炭酸泉まつり「柔道大
会」　9:00～（直入Ｂ＆Ｇ柔道場）

・第31回久住高原クロスカントリー大
会　開会式：8:20～　競技開始：9:00
～（久住町南登山口「日本一のマラソ
ン練習コース」）

・竹田混声合唱団「第38回定期演奏会」 
開場：13:30　開演：14:00（久住公民館
くじゅうサンホール）　☎090-9570-
9222（吉田）・090-1071-6977（川上）

今月の健診日程
※受付時間は午前８時～10時	

〔巡回健診〕
（特定健診＋がん健診等）	

月　日 曜日 場　　所
7月４日 火

都野公民館
7月５日 水
7月６日 木

久住保健センター
7月７日 金
7月23日 日 直入公民館
7月25日 火 城原小学校
7月30日 日 久住保健センター
8月１日 火

竹田市総合社会
福祉センター

8月２日 水
8月３日 木
8月４日 金

第12回
「竹田人権七夕まつり」
　８月３日㈭～９日㈬まで、
市 内 小 学 校（ 竹 田 小・ 南 部
小・豊岡小）と県立竹田支援
学校の児童が作成した人権標
語がＪＲ豊後竹田駅玄関及び
プラットホームに展示されま
す。ぜひご覧ください。

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・７月７日・21日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻「しらみず」】
・７月11日・25日㈫13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住「りんどう」】
・７月11日㈫・27日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入「ゆのはな」】
・７月14日・28日㈮13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・７月６日・13日㈭13:00-15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・７月12日㈬13:00-15:00
　入田分館
・７月19日㈬13:00-15:00
　嫗岳分館
・７月25日㈫13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・７月５日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・７月15日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

バスの車内事故防止についてのお願い
　ただいま、走行中のバス車内での事故を防止するため、「車内事故防止
キャンペーン」を実施しています。
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合があります。お
降りの際は、バスが停留所に着いて、扉が開いてから席をお立ちください。
　また、バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得ず急ブレーキを掛
ける場合があります。満席のため、お立ちになってご利用いただく場合に
は、吊革や握り棒にしっかりおつかまりください。
　バスの車内事故防止に皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　一般社団法人大分県バス協会
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

2 3 4 5
・第20回久住高原の唄日本一大

会  予選：9:00～  決勝：14:00
～（久住公民館くじゅうサン
ホール）　久住高原の唄日本
一大会実行委員会事務局　　
☎76-1610

・荻の里温泉休館日
・竹田市畜産共進会竹田地域

予選会　受付：8:30～　開会
式：9:30～（豊後豊肥家畜市
場）

・おはなしのへや　10:30-11:00（竹
田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談　13:30-15:30
（直入支所）　☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）※要予約
（相談日の前日午前中まで）

・竹田市畜産共進会直入地域予選会
受付：7:30～　開会式：9:00～（直
入畜産審査棟）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・竹田市畜産共進会久住地域予

選会   受付：7:30～   開会式：
9:00～（久住家畜総合センター
駐車場）

9 10 11 12
・おはなしのへや　10:30-11:00

（竹田市立図書館えほんのへや）
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・「7.12竹田市防災の日」特別講演

会   受付：13:00   開会：13:30
（ 竹 田 市 総 合 社 会 福 祉 セ ン

ター）

16 17 海の日 18 19
・第32回名水祭り・河川プール開

き  神事： 9:30～  開会式： 10:00
～（入田・中島公園周辺）

・ブルーフェニックスサマーライブ
2017in花水月　18:00-20:00（竹田
温泉「花水月」）

・郷土の自然に親しみ植物を観察
する会「夏の猟師岳周辺の観察」 
8:00集合（市役所駐車場）　☎62-
4100（竹田創生館）

・初心者狩猟講習会① 10:00-16:30（わ
な猟：大分県林業会館（大分市））　
☎62-3434（竹田市猟友会事務局）

・初心者狩猟講習会② 10:00-16:30（わ
な猟：神楽会館（豊後大野市清川町）） 
☎62-3434（竹田市猟友会事務局）

・第3回子育てフェスタby夢苞　9:30-
12:30（竹田市総合社会福祉センター） 
☎63-1104（南部こじかクラブ）また
は☎63-1186（竹田こねこクラブ）

・荻の里温泉休館日
・おはなしのへや　10:30-11:00

（竹田市立図書館えほんのへや）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・ 年 金 相 談［ 完 全 予 約 制］　10:00-

15:00（竹田市高齢者いきいき交
流センター）

・大分県行政書士会無料相談会　
13:00-16:00（ 大 分 県 行 政 書 士 会

〔大分市〕）　☎097-537-7089（大
分県行政書士会事務局）

23 24 25 26
・初心者狩猟講習会①　10:00-

16:30（銃猟：大分県猟友会（大
分市））  ☎62-3434（竹田市猟
友会事務局）

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談  13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター） 

☎63-3346（ 竹 田 市 心 の 相 談
支援事業所）※要予約（相談日
の前日午前中まで）

・9～10か月児健診   受付：13:15
～（竹田市総合社会福祉セン
ター）

30 31
・第37回日本一炭酸泉まつり

「開会式・温泉供養・神楽・
エ ノ ハ の つ か み 取 り 等」　
8:30～（長湯温泉街ガニ湯周
辺）／「ゲートボール大会・グ
ラウンドゴルフ大会」　8:30
～（直入総合運動公園）／「剣
道大会」　8:30～（直入Ｂ＆Ｇ
体育館）

・第37回日本一炭酸泉まつり
「ゲートボール大会」　8:30～

（直入総合運動公園）

【納期限】固定資産税（２期）・国
民健康保険税（全納・４期）・介
護保険料及び後期高齢者医療
保険料（１期）

たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。  ㉄竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

■2017年８月上旬の主な予定
　８月１日㈫　・おはなしのへや　10:30-11:00（竹田市立図書館えほんのへや）
　　　　　　　・こころの健康相談　13:30-15:30（直入支所）　☎63-3346（竹田市心の相談支援

事業所）※要予約
　８月２日㈬　・陽目の里「名水茶屋」休業日
　８月３日㈭　・竹田温泉「花水月」休館日
　８月５日㈯　・竹田市歩こう会「中島公園」　8:00集合（本町マルショク前）　☎62-2501（山本）
　　　　　　　・第25回ナイター陸上「2017ドリームゲームスinおぎ」　開会式：16:00～（竹田市

立荻小学校グラウンド）
　８月６日㈰　・第13回市民球技大会　会場：竹田市総合運動公園ほか

月
間
・
そ
の
他

○青少年の非行問題に取り
組む全国強調月間　

○社会を明るくする運動強
調月間

○「愛の血液助け合い運動」
月間

○夏の省エネキャンペーン
（6／1㈭～9／30㈯）

○「ダメ。ゼッタイ。」普及
運動（6／20㈫～7／19㈬）

たけたケーブルテレビ

「連続テレビ小説 カーネーション」
７月９日から放映開始
　現在ケーブルテレビで放映しているＮＨ
Ｋ提供の番組「連続テレビ小説 ゲゲゲの女
房」は、７月８日で終了します。７月９日
からは「連続テレビ小説 カーネーション」を
お送りします。ぜひご覧ください。
㉄竹田市ケーブルネットワークセンター
　☎76-1415 ⒸＮＨＫ
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イ
ベ
ン
ト

第
３
回　
子
育
て
フ
ェ
ス
タ

ｂｙ
夢
苞　
開
催
！

〜
地
域
の
力
で　
楽
し
く
子
育
て
☆

日
時　
７
月
17
日（
月
・
祝
）　

午
前

９
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容　
荻
町
こ
ど
も
神
楽
、
朗
読
劇
、

迷
路
、
射
的
、
水
で
っ
ぽ
う
、
魚
釣

り
ゲ
ー
ム
、
新
聞
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

な
ど

問
南
部
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
☎
63
―

１
１
０
４　
竹
田
こ
ね
こ
ク
ラ
ブ
☎

63
―
１
１
８
６

城
下
町
竹
田
で
お
散
歩
寫
眞
教
室

　

日
本
各
地
で
の
ま
ち
か
ど
の
光
景

や
風
習
、
人
々
の
活
き
活
き
と
し
た

写
真
を
撮
り
続
け「
日
本
一
小
さ
な

町
の
写
真
館
」「
感
應
の
霊
峰 

七
面

山
」等
の
作
品
で
知
ら
れ
る
写
真
家

の
鹿
野
貴
司
先
生
。
７
月
22
日
㈯
に

鹿
野
先
生
を
お
招
き
し
て「
城
下
町

竹
田
で
お
散
歩
寫
眞
教
室
」を
開
催

し
ま
す
。
鹿
野
先
生
に
撮
影
の
ポ
イ

ン
ト
等
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
あ
と
、

城
下
町
を
実
際
に
お
散
歩
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
作
品
を
収
め
、
鹿
野
先

生
に
講
評
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
カ
フ
ェ
大

蔵
清
水
湯
で
は
ラ
ン
チ
も
企
画
さ
れ

て
い
て
、
写
真
の
上
達
と
ま
ち
の
魅

力
を
一
緒
に
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　
７
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

集
合
場
所　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株

式
会
社
会
議
室

募
集
人
数　
15
人（
予
定
・
先
着
順
）

参
加
費　
市
内
在
住
４
千
円
・
市
外

在
住
５
千
円（
昼
食
・
保
険
料
込
み
）

詳
し
く
はhttp://w

w
w.tokyo-03.

jp/taketa

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社　

☎
64
―
０
１
７
５　

E-m
ail taketa.

osanphoto@
gm

ail.com

学
習
会
・
相
談
会

人
権
学
習
学
級
開
催

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
受
講
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　
７
月
19
日
㈬　

午
後
７
時
～

会
場　
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

内
容　
『
ち
が
い
に
気
づ
き
、
ち
が

い
を
認
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

講
師　
竹
田
市
社
会
教
育
指
導
員　

田
北 

敏
彦

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63
―
４
８
１
７

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　「
目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会
」

　

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

期
日　
８
月
28
日
㈪　

午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時

会
場　
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室　

対
象　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・

児
童
・
生
徒
・
成
人
及
び
そ
の
保
護

者
ま
た
は
関
係
者（
保
育
士
・
教
員

等
）

相
談
内
容　
家
庭
で
の
接
し
方
や
保

育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　
希
望
者
は
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、「
相
談
票
」を
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
以
上
の
方
は
盲
学
校
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
８
月
２
日
㈬

問
大
分
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
―
５
３
２
―
２
６
３
８

竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
63
―
４
８
３
３

大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部
主
催

「
法
律
無
料
相
談
会
」

日
時　
７
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
～

12
時

場
所　
竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

内
容　
不
動
産
登
記
、
相
続
、
債
務

整
理
、成
年
後
見
等
の
法
律
相
談（
予

約
不
要
）

問
後
藤
聰
司
法
書
士
事
務
所

☎
63
―
１
４
０
８

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」

無
料
相
談
所
開
設

　

７
月
31
日
の「
土
地
家
屋
調
査
士

の
日
」記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

不
動
産
の
登
記
や
土
地
境
界
に
関
す

る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
７
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　
竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

内
容　
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、

土
地
や
建
物
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

（
予
約
不
要
）

問
大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
９
７
―
５
３
２
―
７
７
０
９

豊
肥
支
部

☎
０
９
７
４
―
22
―
６
３
３
２

参
加
者
募
集

第
25
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上

「
２
０
１
７
ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー

ム
ス
ｉ
ｎ
お
ぎ
」参
加
者
募
集

日
時　
８
月
５
日
㈯　

午
後
４
時
～

開
会
式

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
警
報
発
令
中

は
中
止
。
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

午
前
10
時
に
事
務
局
で
決
定
し
ま
す
。

場
所　
竹
田
市
立
荻
小
学
校
運
動
場

参
加
費　
一
般
１
０
０
０
円
、
中
学

生
・
高
校
生
５
０
０
円
、
小
学
生
無

料
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。

申
込
締
切　
７
月
21
日
㈮

・

竹
田
市
荻
町
馬
場
３
６
７
番

地　

荻
公
民
館
内　

ド
リ
ー
ム
ゲ
ー

ム
ス
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
68
―

２
０
２
５　
FAX　
68
―
２
４
９
３

『
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
』ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

竹
田
市
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
お

子
さ
ん
に
、
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご

し
て
も
ら
う
事
業「
虹
色
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方
で
あ
れ

ば
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
多

く
の
方
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

実
施
場
所　

竹
田
市
大
字
飛
田
川

２
６
８
３
番
地（
障
が
い
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー「
や
ま
な
み
」内
）　

実
施
日　
7
月
27
日
㈭
～
8
月
9
日

㈬
の
間
の
希
望
す
る
日　

※
但
し
、

土
日
は
除
く

活
動
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

たけたん

情 報

７月号
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５
時
頃
ま
で

事
前
研
修　
7
月
12
日
㈬　

午
後
６

時
～
８
時　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
裏「
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
」

募
集
期
限　
7
月
12
日
㈬　

※
期
限

以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す

・

竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係　

☎ 

63
―
４
８
１
１

作
品
募
集

平
成
29
年
度「
と
き
め
き
作
品

展
」作
品
募
集

　

県
内
在
住
の
障
が
い
者
、
障
が
い

児
の
芸
術
・
文
化
活
動
発
表
の
場
と

し
て
開
催
し
て
い
る「
と
き
め
き
作

品
展
」に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

出
展
料　
無
料

募
集
作
品　
絵
画
・
工
芸
・
写
真
・

書
・
陶
芸
・
合
作

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
７
月
３
日
㈪
～
７
月
28

日
㈮　

申
込
方
法　
竹
田
市
社
会
福
祉
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
品
の
写
真（
カ
ラ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
版
、
作
品
の
全
容
が
判
る

も
の
）を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

展
示
期
間　
９
月
29
日
㈮
～
10
月
３

日
㈫

展
示
場
所　
大
分
市 iichiko

ア
ト

リ
ウ
ム
プ
ラ
ザ

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　

☎
63
―

４
８
１
１

第
29
回「
佐
藤
義
美
賞
」竹
田
童

謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

応
募
資
格　
県
内
の
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般

応
募
方
法　
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
Ａ
４
）に
縦
書
き

　

実
施
要
項
と
応
募
用
紙
は
竹
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

審
査　
童
謡
詩
人　

矢
崎
節
夫
氏

発
表　
11
月
上
旬
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
送
り
先

〒
８
７
８
―

０
０
１
３  

竹
田
市
大
字

竹
田
１
７
３
５
番
地　

佐
藤
義
美
記

念
館

募
集
締
切　

９
月
30
日
㈯（
当
日
消

印
有
効
）

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課  

☎
63
―

４
８
１
７　
佐
藤
義
美
記
念

館  

☎
63
―
２
６
５
０

たけたん情報

しいたけ栽培研修生募集
　原木しいたけ生産への就農を支援するため、習熟度に
応じた２つの研修を開催します。

①栽培基礎研修
　計４回開催する研修会（講義及び簡単な実技）を通し
て、しいたけ栽培の基礎を学ぶ研修
　開　講　日　９月３日㈰（予定）
　研修場所　農林水産研究指導センター林業研究部、き

のこグループ（豊後大野市三重町）
　募集人員　40名
②生産現場通型研修
　最大12日間、研修生在住地の近隣優良生産者の生産
現場に通い、生産者から直接、技術指導を受ける実践研修
　募集人員　５名

募集締切　いずれも７月31日㈪　※希望者多数の場合
は選考となります。

受講申込　竹田市農政課林業振興室または大分県豊肥
振興局林業・木材・椎茸班で受講申込書に
記入し提出してください。

◇　◇　◇　

「たけのこ生産竹
ちくりん

林楽
がっこう

校」･「竹林楽校通型研修」受講生募集
　地域の荒廃した竹林の再生とたけのこ生産等の有効
活用、また伐竹作業の新たな担い手の養成を目的とした

「たけのこ生産竹林楽校」を開講します。

①たけのこ生産竹林楽校
　募集人員　40名（定員を超えたときは選考により決定）
　研修内容　たけのこ生産・竹林管理の知識、技術
　　　　　　たけのこ生産先進地の視察
　　　　　　たけのこの生産・流通及び竹林の持続管理
　研修場所　大分県日出町、福岡県八女市立花町等
　研　修　日　10月中旬、２月下旬、３月下旬計３回
　※内容・場所・研修日は、講師の都合や天候等により

変更することがあります。研修は現地集合です。

②竹林楽校通型研修
　募集人員　４名  （伐竹作業をこれから開始または既に

実施している方）
　研修内容　生産現場で受入生産者から直接実技指導

を受ける実践研修
　研修場所　優良生産者の生産現場等
　研　修　日　10月～３月で数回

募集期間　いずれも７月３日㈪から７月31日㈪まで
受講申込   大分県豊肥振興局林業・木材・椎茸班［☎63-

1174］にて受講申込書を記入し提出してくだ
さい。

費  　  用　 受講料は無料ですが、研修場所までの交通費
は各自負担です。

　　　　　材料費については、一部負担していただくこ
ともあります。

※内容や場所、研修日は、受講生と受入生産者とで協議
して決めます。

問大分県林産振興室椎茸振興班　☎097-506-3836、大分県豊肥振興局林業・木材・椎茸班　☎63-1174
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消
費
者
行
政

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
注
意

　
「
還
付
金
の
手
続
き
を
す
る
よ
う

に
」と
い
う
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
等
の
公
的
機

関
が
電
話
で
還
付
金
等
の
話
を
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

手
続
き
の
た
め
に
世
帯
構
成
や
銀
行

の
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
も
な
い
の

で
、
そ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
と
き
は
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
電

話
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
少

し
で
も
気
に
な
る
と
き
は
い
っ
た
ん

電
話
を
切
っ
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～

金 

平
日
の
み
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

介
護
保
険

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
更
新
申
請

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈪
で
す
。

　

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き

続
き
認
定
を
受
け
る
方
は
、
７
月
28

日
㈮
ま
で
に
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
で
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

書・
被
保
険
者
本
人
・
配
偶
者
の
通
帳

の
写
し

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
？

　

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
等
）、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入
所
生
活

介
護
等
）の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
な
ど
に
交

付
さ
れ
る
認
定
証
で
、
課
税
状
況
や

年
金
収
入
、
預
貯
金
等
に
よ
っ
て
居

住
費（
滞
在
費
）の
利
用
者
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線

１
３
１・１
３
２
）

支
援
事
業

地
域
の
活
性
化
に
！

竹
田
市
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
募
集

　

こ
の
事
業
は
、
自
治
会
や
公
共
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
を
対

象
に
、
次
に
挙
げ
る
活
動
等
に
対
し
、

原
則
的
に
活
動
費
の
半
額
ま
で
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

⑴
地
域
振
興
や
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト

⑵
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
活
動
、

及
び
そ
れ
に
資
す
る
事
業

⑶
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
の

事
業

⑷
地
域
の
安
心
・
安
全
に
資
す
る
事

業⑸
そ
の
他
、
地
域
の
活
力
維
持
や
活

性
化
に
資
す
る
事
業

　

各
地
域
の
担
当
課
に
事
前
申
込
書

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
事

業
を
活
用
さ
れ
る
団
体
等
の
代
表
者

の
方
は
、
７
月
21
日
㈮
ま
で
に
事
前

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
地
域
…
竹
田
市
企
画
情
報
課 

☎
63
―

４
８
０
１

荻
地
域
…
荻
支
所
地
域
振
興
課

☎
68
―

２
２
１
１

久
住
地
域
…
久
住
支
所
地
域
振
興
課

☎
76
―

１
１
１
１

直
入
地
域
…
直
入
支
所
地
域
振
興
課

☎
75
―

２
２
１
１

新
婚
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

竹
田
市
で
は
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
新

婚
世
帯
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦

の
所
得
合
計
が
３
４
０
万
円
未
満
の

世
帯
で
、
新
た
に
契
約
ま
た
は
購

入
し
た
住
居
費
や
引
越
し
費
用
等
の

経
費
に
対
し
て
、
24
万
円
を
上
限
に

助
成
し
ま
す
。
結
婚
を
機
に
夫
婦
の

双
方
ま
た
は
一
方
が
離
職
し
、
申
請

国民年金の「保険料免除・猶予制度」をご存知ですか
　経済的な理由で、保険料（月額16,490円）の納
付が困難な場合には、申請手続きをすることによ
り保険料の納付が「免除」、または「猶予」される制
度があります。
  「全額免除・一部免除申請」「納付猶予申請」「学生
納付特例申請」です。
　退職（失業）の事実がある場合には、所得に関係
なく「特例免除」に該当する場合があります。

●免除が承認された場合の免除額と保険料
　（平成29年度の月額保険料）

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
免除額 16,490円 12,370円　 8,240円　 4,120円　
保険料 0円 4,120円※ 8,250円※ 12,370円※

※免除が承認された場合の保険料を納めていな
い期間は、未納扱いとなるのでご注意ください。

問日本年金機構大分年金事務所　☎097-552-1211
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時
に
お
い
て
無
職
の
場
合
、
離
職
し

た
方
に
つ
い
て
は
所
得
な
し
と
し
て

夫
婦
の
所
得
を
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
所
得
か
ら
年
間
返
済
額
を

控
除
し
て
所
得
を
算
出
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
竹
田
市
企
画
情
報
課

Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
２
５
）

平
成
29
年
度
敬
老
会
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
自
治
会
、
地
区
社
協

等
の
団
体
が
敬
老
行
事
を
行
っ
た
場

合
、
対
象
者（
70
歳
以
上
の
方
）１
人

に
８
０
０
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
地
域
社
会
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
方
々
の
長

寿
を
祝
い
、
地
域
住
民
と
の
交
流
に

よ
っ
て
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法　

竹
田
地
域
は
各
地
区
分

館
に
、
荻
・
久
住
・
直
入
地
域
は
各

支
所
地
域
振
興
課
に
用
意
し
て
い
る

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

10
月
31
日
㈫
ま
で

・

 

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

☎
63
―

４
８
０
９　

荻
支
所
地
域
振
興
課

☎
68
―

２
２
１
１

久
住
支
所
地
域
振
興
課

☎
76
―

１
１
１
１　

直
入
支
所
地
域
振
興
課

☎
75
―

２
２
１
１

試　
験

大
分
県
職
員
採
用
選
考

　

平
成
29
年
度
大
分
県
職
員
採
用
選

考
を
行
い
ま
す
。

◇
職
業
訓
練
指
導
員（
竹
工
芸
）

第
１
次
選
考
日　

８
月
６
日
㈰

会
場　

竹
工
芸
訓
練
セ
ン
タ
ー（
別

府
市
）

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈫
ま
で

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
等
で
配
布
の
選
考
要
領（
大
分
県

人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公

務
員
課
任
用
給
与
班　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
２
２

◇
獣
医
師

期
日　

８
月
19
日
㈯（
２
回
目
）

会
場　

大
分
県
庁
舎
会
議
室（
予
定
）

申
込
期
限　

８
月
３
日
㈭
ま
で

※
今
年
度
は
通
年
で
募
集
し
て
い
ま

す
。
３
回
目
の
試
験
日
、
受
験
資
格

等
の
詳
細
は
、
県
庁
受
付
で
配
布
の

選
考
要
領
ま
た
は
大
分
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
３
０
５

大
分
県
警
察
官
Ａ
及
び
Ｂ
募
集

　

大
分
県
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
程

度
）及
び
Ｂ（
高
校
卒
業
程
度
）を
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格

①
警
察
官
Ａ　

昭
和
59
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
４
年
制
大

学
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

②
警
察
官
Ｂ　

昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方（
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方
を
除
く
）

申
込
書
配
布
先　

県
内
の
警
察
署
等

受
付
期
間　

７
月
24
日
㈪
か
ら
８
月

17
日
㈭
ま
で
に
、
郵
送
、
警
察
本
部

警
務
課
持
参
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
込
み

第
１
次
試
験
日　

９
月
17
日
㈰

問
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係　

☎

０
１
２
０
―

２
０
４
―

１
１
０　

ま
た

は
竹
田
警
察
署　

☎
63
―

２
１
３
１

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

　

平
成
29
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
一

般
職
試
験（
裁
判
所
事
務
官
、
高
卒

者
区
分
）を
行
い
ま
す
。

期
日　

９
月
10
日
㈰

申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

７
月
11
日
㈫
か
ら
20
日
㈭
ま
で

②
郵
送
に
よ
る
申
込
み　

７
月
11
日

㈫
か
ら
14
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）

　

受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
、

最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

問
大
分
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

人
事
第
一
係　

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

７
１
６
１（
内
線
６
１
６
）

平
成
29
年
度
自
衛
官
募
集

　

平
成
29
年
度
の
自
衛
官（
一
般
曹

候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
、
航
空
学

生
）を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

女　※
航
空
学
生
に
つ
い
て
は
高
卒（
見

込
み
）で
18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈯
～
９
月
８

日
㈮　

※
男
性
の
自
衛
官
候
補
生
は

随
時

試
験
日
・
会
場

・
一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補

生　

９
月
16
日
㈯　

竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
航
空
学
生　

９
月
18
日（
月･

祝
）

大
分
県
中
小
企
業
会
館

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田

地
域
事
務
所　

☎
63
―

３
３
２
０

たけたん情報
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狩
猟
免
許
試
験
・
更
新

　

猪
、
鹿
、
狸
等
を
狩
猟
・
捕
獲
す

る
方
は
、
狩
猟
免
許
及
び
捕
獲
許
可

が
必
要
で
す
。

◇
狩
猟
免
許
試
験

①
試
験
日　

８
月
19
日
㈯

　

猟
種　

第
１
種
・
第
２
種
銃
猟

②
試
験
日　

８
月
20
日
㈰

　

猟
種　

網
猟
・
わ
な
猟

③
試
験
日　

９
月
16
日
㈯

　

猟
種　

網
猟
・
わ
な
猟

④
試
験
日　

10
月
７
日
㈯

　

猟
種　

第
１
種
・
第
２
種
銃
猟

⑤
試
験
日　

10
月
８
日
㈰　

　

猟
種　

網
猟
・
わ
な
猟

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
３
階

（
①
～
③
）、
大
分
県
庁
舎
本
館
正
庁

ホ
ー
ル（
④
、
⑤
）

受
付
期
間　

７
月
24
日
㈪
～
８
月
８

日
㈫（
①
、
②
）、
８
月
21
日
㈪
～
９

月
４
日
㈪（
③
）、
９
月
19
日
㈫
～
10

月
２
日
㈪（
④
、
⑤
）

・

大
分
県
豊
肥
振
興
局　

森
林

管
理
班　

☎
63
― 

１
１
７
４

◇
狩
猟
免
許
更
新

対
象
者　

平
成
26
年
度
に
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
者

①
検
査
日　

９
月
６
日
㈬

場
所　

豊
後
大
野
市
神
楽
会
館

（
清
川
町
）

②
検
査
日　

９
月
７
日
㈭

　

場
所　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

・

大
分
県
豊
肥
振
興
局　

森
林

管
理
班　

☎
63
―

１
１
７
４

講　
習

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

日
時　

７
月
30
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
教
育
会
館

種
別　

１
類
・
４
類
・
６
類（
各
甲

乙
種
）

受
付
期
間　

７
月
21
日
㈮
ま
で

申
込
書
の
交
付

　

各
消
防
本
部（
局
）、
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
、
大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会

・

一
般
財
団
法
人
大
分
県
消

防
設
備
安
全
協
会　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５　

〒
８
７
０
―

０
０
２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目

12
―

10　

昭
栄
ビ
ル
４
Ｆ

備
考　

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
様
式
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.syoubounet.jp/

ohita/

）

ア
ー
ク
溶
接
等
特
別
教
育

期
日
・
場
所

　

８
月
１
日
㈫
・
２
日
㈬　

大
分
県

立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校

　

８
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭　

大
分
県

立
農
業
大
学
校

時
間　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時

受
講
料　

会
員
９
１
８
０
円（
会
員

外
１
万
１
８
８
０
円
）と
テ
キ
ス
ト

代
１
０
８
０
円

※
10
名
以
下
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

日
時　

８
月
７
日
㈪
～
９
日
㈬　

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

場
所　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階（
中

央
公
民
館
）他

受
講
料　

玉
掛
有
４
万
１
０
４
０
円
、

玉
掛
無
４
万
５
３
６
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
１
６
４
５
円

※
８
名
以
下
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

日
時　

８
月
21
日
㈪　

午
前
８
時
10

分
～
午
後
５
時
55
分
／
８
月
28
日
㈪

～
30
日
㈬　

午
前
８
時
10
分
～
午
後

６
時

場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

普
通
免
許
者
３
万
１
０
６
３

円
、大
型
特
殊
免
許
者
１
万
６
１
４
９

円
と
テ
キ
ス
ト
代
１
３
４
０
円

募
集
人
数　

30
名

・
（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

調
理
ス
タ
ッ
フ
養
成
・
学
童
保

育
従
事
者
講
習

◇
調
理
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

期
日　

９
月
１
日
㈮
～
10
月
６
日
㈮

の
う
ち
、
10
日
間

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

対
象
者　

就
職
・
就
業
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
職
票
が
必
要
）

募
集
期
間　

７
月
18
日
㈫
～
８
月
23

日
㈬
必
着

募
集
人
数　

15
名（
選
考
有
）

受
講
料
等　

無
料

◇
学
童
保
育
従
事
者
講
習

期
日　

８
月
24
日
㈭

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

対
象
者　

就
職
・
就
業
・
派
遣
を
希

望
す
る
60
歳
以
上
の
方

募
集
期
間　

７
月
18
日
㈫
～
８
月
18

日
㈮
必
着

募
集
人
数　

10
名

受
講
料
等　

無
料

・

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会　

☎
０
９
７
―

５
４
０
―

６
３
１
３

不要になった携帯電話・スマート
フォンをオリンピックメダルに

　不要になった小型家電に含まれるリサイクル材
を用いて、2020東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の入賞メダルを製作する「都市鉱山から
つくる！みんなのメダルプロジェクト」（主催：東
京2020組織委員会）が始まっています。竹田市も
資源循環社会の構築と小型家電リサイクル制度の
普及につながることから、このプロジェクトに参
加します。
　使わなくなった携帯電話やスマートフォンをお
持ちの方は、専用ボックスを市役所本庁の市民課
窓口に設置していますので、そちらに入れてくだ
さい。なお、回収された携
帯電話やスマートフォンの
内部データは、セキュリ
ティ審査を受けた認定工場
で安全に処理されます。
　東京2020大会の成功と、
環境先進国として日本に大
きなレガシーを生み出すた
めに、皆さんのご協力をお
願いします。

㉄竹田市市民課環境衛生係　☎63-4821

ご協力
ください
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「地元で働いてみませんか？」
求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①林業作業員１人 19.8〜28.6万円
②ホールスタッフ２人 14万円
③生コンクリート品質管理１人 19万円
④販売・配達員１人 14〜17万円
⑤牧場作業員４人 18〜20万円
⑥レストラン調理人１人 30〜35万円
⑦集配員１人 12.4万円
⑧一般事務員１人 12.5〜13.1万円
⑨ホールスタッフ２人 19.7万円
⑩訪問介護職員１人 13.2万円
⑪運転手１人 17.9〜26.7万円
⑫菓子販売員１人 13.2万円

《パート求人（時給）》
⑬事務員１人 800円
⑭フロント１人 750円
⑮夜間責任者 １人 900〜950円
⑯販売スタッフ１人 800円
⑰介護士２人 1200円
⑱電話受付・観光案内１人 760円
⑲ホール係員１人 1000〜1500円
⑳食器洗浄・片付け１人 900円
㉑コールセンター １人 740円
㉒清掃１人 750〜830円
㉓経理事務１人 850円
㉔夜勤専門員１人 1125円

誕
生
お
め
で
と
う

５
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

証
明
制
度
運
用
ス
タ
ー
ト

　

５
月
29
日
か
ら
、「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
各
種
相
続

手
続
で
戸（
除
）籍
謄
本
の
束
を
何
度
も

出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
相
続
手
続
で
必
要
と
な
る
書
類

は
各
機
関
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
要

な
書
類
は
提
出
先
と
な
る
各
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

３
１
６
１

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

☎
62
―

２
３
１
５

TAOの夏フェス2017
－夏フェスだけの灼熱の舞台－

今年もTAOが竹田市の夏を盛り上げます！
期間　2017年８月10日㈭～27日㈰

※15日㈫・22日㈫は休演、
　25日㈮は貸切のため一般の方の入場はできません。

会場　8:00～開演  14:30～赤兜LIVE
場所　TAOの里 大分県竹田市久住町（くじゅう花公園近く）

■竹田温泉花水月内、TAOショッ
プ、竹田市観光ツーリズム協
会、市役所各支所（直入、久住、
荻）で販売しています。

問 TAO文化振興財団
　☎0974-63-1133
　 （11：00～18：00 木曜定休）

大　人：6,000円→
5,000円

小学生：3,000円→
2,500円

竹田市民チケット
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たけたん情報 （休日・夜間の在宅当番医院）

休日及び夜間の在宅当番医院

７月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈯ 大久保病院 ☎64-7777 17㈪ 大久保病院 ☎64-7777

２㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006

３㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈬ 志賀内科 ☎63-2083

４㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

５㈬ 道全内科 ☎63-2270 21㈮ 加藤病院 ☎63-2338

６㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 22㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

７㈮ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 23㈰ 大久保病院 ☎64-7777

８㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈪ 道全内科 ☎63-2270

９㈰ 大久保病院 ☎64-7777 25㈫ 志賀内科 ☎63-2083

10㈪ 秦医院 ☎63-2246 26㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

11㈫ 志賀内科 ☎63-2083 27㈭ 伊藤医院 ☎75-2222

12㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 28㈮ 柚須医院 ☎63-2016

13㈭ 柚須医院 ☎63-2016 29㈯ 大久保病院 ☎64-7777

14㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 30㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈯ 大久保病院 ☎64-7777 31㈪ 道全内科 ☎63-2270

16㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休
日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

７／２㈰ まつもと歯科クリニック ☎62-2400
７／９㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
７／16㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎76-0008
７／17㈪ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
７／23㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
７／30㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001

　※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

７／１㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
７／２㈰ 豊後大野市民病院
７／８㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
７／９㈰ 豊後大野市民病院
７／15㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
７／16㈰ 豊後大野市民病院
７／17㈪ 豊後大野市民病院
７／22㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
７／23㈰ みやわき小児科
７／29㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
７／30㈰ 豊後大野市民病院
８／５㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
８／６㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

竹
田
市
の
高
齢
化
率
44
・
３
％

（
平
成
29
年
３
月
末
現
在
）。
介
護
予

防
が
必
要
な
人
は
約
２
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、介
護
が
必
要
と
な
っ

た
原
因
の
約
４
割
が
関
節
疾
患
や
転

倒
・
骨
折
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
民
の

健
康
の
保
持
増
進
・
介
護
予
防
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
で
の
運
動
普
及

を
行
っ
て
い
る
の
が「
竹
田
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
会
」で
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
講
座
」の
受
講
生

Ｏ
Ｂ
で
結
成
さ
れ
、
平
成
19
年
度
か

ら
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
４
地
域
に
支
部
を
置
き
、
63

名
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
・
無
理
を

せ
ず
・
簡
単
に
で
き
る
」運
動
を
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
や
生
き
が
い
型
サ

ロ
ン
、
お
茶
筋
教
室
、
健
康
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
等
で
取
り
入
れ
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
回
数

は
年
間
３
２
０
回
、
延
べ
４
０
０
０

人
の
市
民
へ
運
動
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
会
員
そ
し
て
家
族
や
市
民
が

生
涯
現
役
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
、「
健
康
づ
く
り
応
援
団
」と
し
て

活
躍
中
で
す
。

※
会
が
発
足
し
て
10
周
年
を
迎
え
、

７
月
21
日
に
10
周
年
記
念
式
典
を
行

い
ま
す
。

市民が主役！

健康一直線
第２回　発足10周年！地域で運動普及 

「竹田しゃんしゃん会」

↑健康づくり応援団として大活躍「竹田しゃんしゃん会」
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四
季
折
々
の
色
々
な
表
情
を
見
せ

て
く
れ
る
久
住
山
を
毎
日
眺
め
、
芝

生
の
緑
が
鮮
や
か
な
園
庭
で
ゆ
っ
た

り
と
遊
ん
で
い
る
白
丹
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
…
自
然
と
心
が
お
お
ら
か

に
な
り
ま
す
。

　

少
人
数
で
す
が
、
大
き
い
子
が
小

さ
い
子
の
世
話
を
し
て
、
小
さ
い
子

は
大
き
い
子
の
す
る
こ
と
を
見
て

育
っ
て
い
く
、ひ
と
つ
の
大
家
族
の

よ
う
に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
広
々

と
し
た
園
庭
で
は
、マ
ラ
ソ
ン
や
な

わ
と
び
を
し
た
り
、の
ぼ
り
棒
に
も

ス
ル
ス
ル
と
登
り
、
逞
た
く
ま
し
さ
を
見
せ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
ま
た
、

歌
が
大
好
き
で
か
わ
い
い
歌
声
が
園

舎
中
に
響
き
渡
り
ま
す
。

　

保
育
所
か
ら
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、

田
ん
ぼ
で
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
カ
エ

ル
を
見
つ
け
た
り
、
赤
い
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
よ
う
な
野
イ
チ
ゴ
を
見
つ
け

た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
を
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
る
た
く
さ
ん
の
自
然
が
待
っ
て

い
ま
す
。

　
“
く
じ
ゅ
う
花
公
園
”や“
ガ
ン

ジ
ー
牧
場
”“
納
池
公
園
で
の
川
遊

び
”な
ど
園
外
保
育
に
も
出
か
け
、き

れ
い
な
花
を
見
た
り
、ヤ
ギ
に
餌
を

あ
げ
た
り
、
湧
水
の
冷
た
さ
を
感
じ

な
が
ら
沢
ガ
ニ
を
捕
ま
え
た
り
…
自

然
の
中
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

子
ど
も
た
ち
の
感
性
も
豊
か
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

園
庭
の
畑
で
は
、ミ
ニ
ト
マ
ト
や

ピ
ー
マ
ン
を
は
じ
め
色
々
な
野
菜
を

植
え
て
ク
ッ
キ
ン
グ
で
使
っ
た
り
、

地
域
の
方
の
お
世
話
で
芋
苗
植
え
や

芋
ほ
り
体
験
を
し
た
り
、
色
々
な
食

材
に
触
れ
、
食
べ
て
、
食
育
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
声
を
か
け
て
く
れ
る
駐
在

さ
ん
や
園
庭
の
草
刈
り
を
し
て
い
た

だ
く
地
域
の
方
々
、す
ぐ
隣
の
白
丹

小
学
校
の
先
生
方
、ま
た
、
散
歩
途

中
で
出
会
い
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
、そ
し
て
保
護
者
の
方
々
に

見
守
ら
れ
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
ま

す
。

　

白
丹
公
民
館
で
の
ふ
れ
あ
い
昼
食

会
に
参
加
す
る
と
目
を
細
め
て
喜
ん

で
く
だ
さ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
地
域
の
ア
イ
ド
ル
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た

子
育
て
支
援
を
し
て
い

き
、
子
ど
も
た
ち
が
キ

ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か
せ

笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、

ま
た
、
雄
大
な
久
住
山

の
よ
う
に
伸
び
伸
び
と

お
お
ら
か
で
い
ら
れ
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
吉
野　

万
千
世
）

雄
大
な
久
住
山
の
よ
う
に
、
伸
び
伸
び
と
・・・
！

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
白
丹
保
育
所

↑久住山を眺め、芝生の緑が鮮やかな園庭

↑園庭の畑で野菜も作っています

↑園外保育ではたくさんのことを学びます

教　育

　

そ
も
そ
も
人
権
と
は
、
一
般
的
に

は「
人
間
が
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
の
権
利
」と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
が
平
成
28
年
６
月
に
行
っ
た

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意

識
調
査
」で
は
、「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
な
ど
と
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を

固
定
す
る
考
え
方
」に
つ
い
て
、「
同

感
で
き
な
い
」と
答
え
た
方
は
約

52
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

ま
た
、
家
庭
内
の
役
割
分
担
を
13

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
食
事
の
支
度
」は「
主
に
妻
」と
答
え

た
方
は
約
72
％
、「
洗
濯
」は「
主
に

妻
」と
答
え
た
方
は
約
69
％
な
ど
で
、

13
項
目
中
10
項
目
で「
主
に
妻
」が
一

番
高
い
比
率
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、「
主
に
夫
」が
一
番
高
い
比

率
と
な
っ
た
の
は
、「
地
区
行
事
等

へ
の
参
加
」の
約
35
％
の
１
項
目
だ

け
で
し
た
。
残
り
の
２
項
目
は「
夫

婦
で
共
同
」が
一
番
高
い
比
率
で
し

た
。
ど
ち
ら
に
し
ろ
、
家
事
等
は

圧
倒
的
に
女
性（
妻
）が
担
っ
て
い
る

（
担
わ
さ
れ
て
い
る
？
）よ
う
で
す
。

　

で
は
、
女
性（
妻
）が
家
事
を
し
て

い
る
間
、
男
性（
夫
）は
何
を
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。「
仕
事
で
疲
れ

た
か
ら
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
」な

ど
で
し
ょ
う
か
。

　

同
じ
調
査
で
、
配
偶
者
の
あ
る
方

に「
共
働
き
」に
つ
い
て
も
質
問
し
て

い
ま
す
。「
共
働
き
で
あ
る
」、「
共

働
き
で
な
い
」、「
夫
婦
共
に
働
い
て

い
な
い
」の
ど
れ
か
を
選
ぶ
質
問
で

す
。
こ
の
う
ち「
夫
婦
共
に
働
い
て

い
な
い
」を
仮
に
退
職
者
等
の
高
齢

世
帯
と
考
え
て
、
集
計
か
ら
除
く
と
、

「
共
働
き
で
あ
る
」は
約
68
％
、「
共

働
き
で
な
い
」は
約
32
％
と
な
り
ま

す
。

　

と
な
る
と
、「
仕
事
で
疲
れ
た
か

ら
、
の
ん
び
り
し
た
い
」な
ど
と
考

え
て
い
る
の
は
男
性（
夫
）だ
け
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
３
月
に
市
が
策
定
し
た「
第

２
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
た
け

た
」で
は
、「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
身

近
に
取
り
組
め
る
目
標
と
具
体
的
な

指
標
」の
中
に「
買
い
物
や
食
事
の
支

度
、
食
事
の
片
付
け
等
、
家
庭
内
の

役
割
分
担
を
夫
婦
共
同
で
実
施
し

ま
し
ょ
う
」な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
早
速
、「
食
事
の
片
付
け
」

等
か
ら
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
女
性
の

人
権
が
確
立
さ
れ
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

た
け
た
」は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
課

や
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

㉄
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
９
０
）

女性の人権と男女共同参画社会

27



22広報たけた  平成29年７月号

市長コラム
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

↑高値が続いてほしい子牛市場

　

６
月
の
子
牛
市
場
の
こ
と
だ
。
た
ま
た
ま
の
現
象
な
ら
ば
見

逃
す
の
だ
け
れ
ど
、
好
調
だ
っ
た
子
牛
の
価
格
が
落
ち
た
。
雌

が
１
７
６
頭
で
平
均
価
格
は
71
万
９
９
６
１
円
。
前
回
よ
り
も

６
万
６
千
円
以
上
値
を
下
げ
た
。

　

雄（
去
勢
）は
と
い
う
と
、２
３
９
頭
で
平
均
は
85
万
４
０
５
９

円
。
こ
れ
ま
た
２
万
６
千
円
の
安
値
と
な
っ
た
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
い
わ
ゆ
る
粒
ぞ
ろ
い
と
言
え
な
か
っ
た
か
ら
ら
し
い
が
、

い
つ
か
下
が
り
始
め
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
抱
い
て
い
た

生
産
者
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
な
い
状
況
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な

く
て
も
、「
70
歳
に
な
っ
た
ら
牛
飼
い
を
辞
め
る
」、「
価
格
が

下
が
り
始
め
た
ら
即
辞
め
る
」と
公
然
と
話
し
て
い
る
生
産
者

が
少
な
く
な
い
だ
け
に
、
何
と
か
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
…
…
。

　

と
こ
ろ
で
。
竹
田
市
の
農
業
は
大
分
県
で
は
断
ト
ツ
の
ト
ッ

プ
を
走
る
。
以
前
も
お
伝
え
し
た
が
、
こ
の
10
年
間
で
農
業

生
産
額
は
２
１
８
億
円
、
直
近
の
平
成
27
年
度
の
統
計
で
は

さ
ら
に
10
億
円
伸
び
て
い
る
。
県
下
で
も
２
位
の
日
田
市
を

１
０
０
億
円
近
く
も
引
き
離
し
て
、
ま
さ
に
農
業
王
国
の
地
位

を
確
立
し
て
き
た
。
10
年
間
の
実
績
で
は
、
野
菜
が
50
億
円
か

ら
90
億
円
に
伸
び
て
い
る
の
が
目
に
付
く
。
花
き
も
５
位
か
ら

ト
ッ
プ
と
な
り
、
牛
・
豚
・
鶏
の
畜
産
分
野
で
も
群
を
抜
い
て

い
る
。

　

し
か
し
、
や
は
り
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
の
が
怖

い
。
市
場
が
好
調
の
子
牛
市
場
で
も
、
５
年
前
の
２
倍
の
値
が

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
家
数
が
減
少
し
て
い
る
。
飼
育
頭
数

は
何
と
か
維
持
で
き
て
い
る
け
れ
ど
、
高
齢
の
生
産
者
に
と
っ

て
は「
こ
れ
以
上
体
に
無
理
を
か
け
た
く
な
い
」か
ら
、
価
格
が

下
が
っ
て
く
れ
ば
現
役
を
引
退
す
る
と
心
に
決
め
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

　

高
齢
化
の
影
は
畜
産
だ
け
で
な
く
、
椎
茸
づ
く
り
に
も
見
え

る
。
重
た
い
原
木
を
扱
う
だ
け
に
現
場
の
若
返
り
が
必
要
な
の

だ
け
れ
ど
、
生
産
者
の
平
均
年
齢
は
73
歳
を
超
え
て
い
る
。
原

木
の
ク
ヌ
ギ
も
伐
期
を
過
ぎ
て
悩
ま
し
い
課
題
が
残
る
。

　

か
ろ
う
じ
て
、
荻
地
区
で
多
く
の
後
継
者
を
生
み
出
し
て
い

る
ト
マ
ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
に
期
待
が
か
か
る
の
だ
け
れ

ど
、
ピ
ー
マ
ン
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
で
も
若
い
後
継
者
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
竹
田
市
で
は
農
業
に
お
け
る
後
継
者

確
保
が
急
務
だ
と
判
断
し
て
、
新
規
就
農
の
み
な
ら
ず
、
後
継

者
が
基
盤
の
整
っ
た
親
元
で
就
農
す
る
ケ
ー
ス
を
応
援
し
よ
う

と
、
竹
田
市
独
自
の
政
策
と
し
て『
親
元
就
農
の
支
援
』を
実
行

に
移
し
た
。
45
歳
ま
で
の
後
継
者
を
対
象
に
年
間
60
万
円
、
３

年
間
応
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
座
に
効
果
が
表
れ

て
、
一
挙
に
13
人
の
後
継
者
が
誕
生
し
た
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
農
家
が
そ
う
し
て
後
継
者
を
確
保
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
畜
舎
も
あ
り
、
自
給
飼
料
を
確
保
す
る
田
畑
も

あ
り
、
機
械
も
そ
ろ
っ
て
い
る
し
長
い
経
験
値
も
あ
る
け
れ

ど
、
子
ど
も
が
跡
を
継
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
だ
。
椎
茸
に

し
て
も
、
ク
ヌ
ギ
山
は
あ
る
し
、
乾
燥
庫
だ
っ
て
ま
だ
使
え
る
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
工
具
も
み
な
そ
ろ
っ
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
後
継
者
が
い
な
い
か
ら
、
す
べ
て
が
無
用
と
な
っ
て
眠
っ
て

い
る
と
い
う
生
産
農
家
も
少
な
く
な
い
。

　

さ
て
。
そ
こ
で
提
案
さ
れ
た
の
が
、『
里
親
就
農
』だ
。
先
の

６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
出
さ
れ
た
議
員
提
案
で
あ
る
。
後
継

者
が
い
な
く
て
農
業
を
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
な
ら
、
自
分

が
里
親
と
な
っ
て
ヤ
ル
気
の
あ
る
若
者
に
す
べ
て
委
ね
る
。
生

産
基
盤
と
技
術
力
も
含
め
て
。
そ
う
す
れ
ば
、
若
者
の
初
期
投

資
が
軽
減
さ
れ
る
し
、
経
験
の
な
い
農
業
分
野
で
も
技
術
力
の

あ
る
大
先
輩
が
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
。

　

現
場
主
義
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
こ
の
提
案
に
、
議
場
は「
な

る
ほ
ど
！
」と
い
う
空
気
に
包
ま
れ
た
。
議
員
活
動
に
期
待
す

る
の
は
こ
の
よ
う
な
提
案
だ
と
思
わ
ず
う
な
づ
い
た
人
も
多
く

い
た
の
で
は
な
い
か
。も
ち
ろ
ん
、執
行
部
提
案
の
予
算
を
議
論

す
る
と
い
う
議
員
の
使
命
の
原
点
は
あ
る
も
の
の
、
政
務
活
動

費
を
活
か
し
て
、
企
画
力
の
あ
る
提
案
が
多
く
出
さ
れ
て
こ
そ

議
会
は
活
性
化
さ
れ
る
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

　

提
案
を
受
け
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
が
行
政
力
の
底
力
を
発
揮

す
る
場
面
だ
と
身
震
い
し
た
。
ま
ず
は
農
村
の
実
態
調
査
だ
。

間
髪
入
れ
ず
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

里
親
就
農
で
農
村
の
高
齢
化
を
防
ぐ

６
月
議
会
で
提
案
さ
れ
た
政
策

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」が
絵
本
に

～
片
川
光
世
さ
ん
が
絵
本
を
市
に
寄
贈

　
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」の
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
曲「
パ
ラ
イ
ソ
の
華
」を
作
詞
し

た
別
府
市
の
片
川
光
世（
ペ
ン
ネ
ー

ム
：
片
瀬
み
つ
よ
）さ
ん
が
、
絵
本

「
ひ
と
つ
の
鐘
」10
冊
を
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
本
は「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」

が
モ
チ
ー
フ
。
片
川
さ
ん
は
文
を
担

当
さ
れ
、「
竹
田
の
地
に
眠
る
鐘
の

秘
め
ら
れ
た
物
語
」に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
優
し
い
言
葉
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
の
影
に

秘
め
ら
れ
た
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
の
祈

り
の
歴
史
が
、
力
強
く
も
繊
細
な

タ
ッ
チ
の
色
使
い
で
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
絵
本

は
、
竹
田
市
立
図
書
館
や
竹
田
市
商

工
観
光
課
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

寄贈いただいた絵本「ひとつの鐘」は、竹田市立図書館や
竹田市商工観光課でご覧いただけます。
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開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
・
土
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

７

　

瀧
廉
太
郎
に
よ
っ
て
荒
城
の
月

が
作
曲
さ
れ
て
１
２
０
年
近
く
に

な
り
ま
す
。
作
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が

岡
城
阯
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
竹
田
市
民
の
誰
も
が

知
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、『
春
高
楼
の
花
の
宴
』で

始
ま
る
歌
い
出
し
の
部
分
で
、
宴

の『
え
』の
音
符
の
横
に
♯
の
記
号

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
が
瀧
廉
太
郎
作
曲
の
荒
城
の

月
の
原
曲
で
す
。

　

大
分
県
先
哲
叢そ
う

書し
ょ

瀧
廉
太
郎
に

よ
る
と
、
廉
太
郎
は
西
洋
音
楽
の

考
え
方
か
ら
♯
を
つ
け
た
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
音
楽

を
求
め
る
廉
太
郎
の
姿
勢
の
表
れ

だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
♯
は
山
田
耕
筰
に
よ
っ

て
取
ら
れ
、
四
分
音
符
中
心
と
な

り
ま
す
。
荒
城
の
月
が
ゆ
っ
く
り

と
歌
い
や
す
く
な
っ
た
と
受
け
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
、
竹

田
駅
の
ホ
ー
ム
で
流
れ
る
荒
城
の

月
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
で
の
荒
城
の
月
は
原
曲
で
、
児

童
の
合
唱
に
よ
る
と
て
も
さ
わ
や

か
な
メ
ロ
デ
ィ
で
す
。
原
曲
は
他

に
は
岡
城
下
の
メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン

で
耳
に
す
る
程
度
で
す
。
先
日
、

岡
城
阯
で
会
っ
た
観
光
客
の
方
が
、

17
年
前
に
来
た
と
き
は
大
手
門
下

で
原
曲
が
流
さ
れ
て
い
た
の
に
、

と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

　

瀧
廉
太
郎
の
命
日
を
機
会
に
、

廉
太
郎
に
よ
る
荒
城
の
月
作
曲
の

意
図
に
つ
い
て
再
認
識
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
何
と
な
く
歌
い

に
く
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、

廉
太
郎
の
意
志
を
伝
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。（

衛
藤　

頼
光
）

荒城の月作曲と♯の記号

ま
る
ご
と
博
物
館
141

↑瀧廉太郎

　

新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
ヶ

月
あ
ま
り
、
連
日
た
く
さ
ん
の
方
々

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。		



　

特
に
人
気
が
あ
る
の
が
飲
食
コ
ー

ナ
ー「
あ
お
ぞ
ら
ひ
ろ
ば
」で
す
。
お

弁
当
や
飲
み
物
、
お
や
つ
も
食
べ
ら

れ
ま
す
！
楽
し
い
本
も
い
っ
ぱ
い
並

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今月のお知らせ
　「おはなしのへや」が始
まりました。
毎週火曜日
10時30分～11時
　西館のおはなしひろば
で開催中です。
　えほんや布えほんで楽
しい読み聞かせのひとと
きを過ごしませんか！

西　

館

　

入
り
口
を
入
っ
て
左
側
は
西
館
で

す
。
こ
こ
に
は
児
童
書
の
書
架
が
並

ん
で
い
ま
す
。「
あ
お
ぞ
ら
ひ
ろ
ば
」

に
は
外
で
本
を
読
ん
だ
り
、
ま
た
飲

食
も
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

  

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」は
、
テ
ー
ブ

ル
を
組
み
合
わ
せ
た
り
で
き
る
開
放

的
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

そ
の
奥
の「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」は
、

カ
ー
テ
ン（
ロ
ー
マ
ン
シ
ェ
ー
ド
）を

下
ろ
す
と
読
み
聞
か
せ
の
へ
や
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
近
く
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
犬
の

椅
子
も
並
ん
で
い
ま
す
よ
。

　

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
は
ど
こ
で

し
ょ
う
？
ど
の
椅
子
に
座
っ
て
み
ま

す
か
？	

☆一般書	
　・潮騒はるか （幻冬舎）　　　　　　　　　葉室　　麟
　・疑薬 （講談社）　　　　　　　　　　　　鏑木　　蓮
　・花しぐれ （集英社）　　　　　　　　　　梶　よう子
　・アノニム （KADOKAWA）　　　　　　　原田　マハ
　・残したい手しごと日本の染織（世界文化社）片柳　草生
　・図説　歴代アメリカ大統領百科 （原書房）　ＤＫ社編
　・標本ＢОＯＫ （日東書院本社）　　　　さとうかよこ
　・和竿大全 （つり人社）　　　　　　　　　葛島　一美

☆児童書
　・キキとジジ　魔女の宅急便特別編その２
　　（福音館書店）　　　　　　　　　　　　角野　栄子
　・そらまめくんのはらっぱあそび （小学館）なかやみわ
　・おたすけこびとのにちようび （徳間書店）
　　　　　　　  なかがわ　ちひろ文／コヨセ・ジュンジ絵
　・給食室の日曜日（講談社）　　　　　　　村上しいこ
　・釣りにいこうよ！（講談社ビーシー）　　加藤　康一
　・世界恐竜発見地図（岩崎書店）　　　　ヒサクニヒコ
　・甲虫のはなし （ほるぷ出版）　
　　　　　　ダイアナ・アストン文／シルビア・ロング絵

　他　250冊ほど入りました。

新刊のご案内

新
図
書
館
の

コ
ー
ナ
ー
ご
紹
介

↑「荒城の月」 の歌い出し部分。楽譜①が原曲。
　カコミの部分に＃が入っている。
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山さ
ん

地ち

の
や
や
湿し
め

り
気け

の
あ
る
疎そ

林り
ん

内な
い

や
林り
ん

縁え
ん

ま
た
は
沢さ
わ

沿ぞ

い
に
生

育
す
る
高
さ
１
㍍
内
外
の
軟な
ん

弱じ
ゃ
く

な

多
年
草
で
す
。茎く
き

の
下
部
は
角か
ど

ば
っ

て
い
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

の
葉
は
５
個
か
ら
９
個
の

不ふ

規き

則そ
く

な
奇き

数す
う

羽う
じ
ょ
う状
に
全ぜ
ん

裂れ
つ

し
、

ふ
ち
は
ま
ば
ら
に
粗あ
ら

い
鋸き
ょ

歯し

が
あ

り
ま
す
。
葉よ
う

軸じ
く

は
広
い
翼よ
く

状じ
ょ
う

に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
茎け
い

頂ち
ょ
う

の
散さ
ん

形け
い

状じ
ょ
う

に

な
っ
た
花か

序じ
ょ

に
径
12
㍉
ほ
ど
の
黄

色
い
10
個
内
外
の
舌ぜ
つ

状じ
ょ
う

花か

を
つ
け

た
頭と
う

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
沢さ
わ

地ち

に
生
え
る

の
で
沢サ
ワ

菊ギ
ク

の
名
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
別
名
ボ
ロ
ギ
ク
と
い
い
、
花
の

様
子
が
武
士
の
旗は
た

印じ
る
し

の「
そ
ぼ
ろ
」

に
似
て
い
る
の
で
、
ソ
ボ
ロ
ギ
ク

が
詰つ

ま
り
襤ボ

褸ロ

菊ギ
ク

と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
谷
沿
い
の
明

る
い
疎そ

林り
ん

内な
い

な
ど
で
観
察
さ
れ
ま

す
が
、
個
体
の
少
な
い
植
物
で
す
。

花
期
は
６
月
か
ら
８
月
で
す
。

阿
孫  

久
見サワギク（キク科）

平成29年８月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！

問秘書広報係 ☎63-1043

平成28年7月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）

郷
土
の
植
物

第
１
４
８
回

（339）


